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ここ数年来，筆者らはポプラ類に寄生する菌類の調査をおこなってきた。調査は主として当場の目黒本

場苗畑，浅川実験林元八王子苗畑，山形分場苗畑および東京大学農学部の回無演習林苗畑，小石川植物園

苗畑の 5 カ所でおこない，これに若干の野生あるいは槌栽樹の資料と，わたくしどもの研究室にとどけら

れた病害鑑定資料の調査結果を加えてまとめた。ポプラ属楠物の種および交配種の種名は，だし、たいにお

いて浜谷と猪熊附および猪熊29) 30) の見解にしたがった。なおこの研究の結果の一部はすでに日本林学会誌

に発表した&-9) 。

この調査の実行，採集菌類の同定ならびに報文とりまとめにあたって数々の有益なるご指導と助言をい

ただいた当場今関六也保護部長および研究室長伊藤一雄博士に深甚の感謝の意を表するとともに，資料採

集に便宜をはかっていただいた東京大学猪熊泰三教授，郷正土，大橋弘瑞，山中寅文，八木喜徳郎の諸氏

および当場野原勇太山形分場長，青山安蔵，児玉武男の諸氏に厚くお礼を申し上げる c

いままでポプラ属植物の林業上の価値が低かった関係もあり，わが国において報告されたポプラ類の病

害ないし寄生菌類に関する報文はすくなく， 約 20 種の菌類が記録されているにすぎない。 すなわち，

1901 年池野町が Populus sieboldii*' のふくろみ(嚢果)病菌 TaPhrina johans側ii SADEB. に関する報文

を発表したのを最初として， 同菌が 3 固にわたって間6 1) 80) J A.ρiosporium salicinum (PERS.) KZE. が

Populus Sp. に 171 ， Uncinula salicis (ﾐC.) W1NT. が P. sieboldii と P. maxim卿icz併に叩7mm ，

MycosPhaerella togashiana K. lT� et KOBAYASHI が P. sim側ii*3 と P. aめa制にS63 ， その不完全時代

Cercospora が P. si抑制ûi， P. maximowiczii, P. deltoides var. monilifera, P. alba および P. nig刊に山 36) , 

Cenangium Sp. , TuberculisIsp. および Pho脚psis Sp. が Populωspp. 上に師、 Armillariella 刑ellea (FR.) 

KARST. が P. sieboldii と P. nigra ~こ5 1)， Helicobasidiu抑制ompa TANAKA が P. nigra と P. maximo-

ωicziiに8l'， Melampsora larici-populina KLEB. が P. maximowiczii と P. nigra に削 2 1) 53) 81> 89> , M. 

明。gnusiana W AGN. が P. sieboldii と P. jezoensis制に19-2 1) 42)55lS1) , M. medusae THÜM. が P. max-imo-

wiczii に2" ， M.laγicis HART. が P. sieboldii に馴 90' , M. abietis-populi IMAI が P. nigra var. 

italica に叩柑 ， Cryptosporiu制 populi BoN. が P. sieboldii, P. deltoides var. monilifera および P. nigra 

に5.' CytO.場ora chysosper倒見Z が P. alba, P. deltoides var. monilifera, P. maximowiczii および P. nigra 

var. italica に48lS 9' ， Pestalotia populi-nigrae SAWADA et K. lTð カ~ P. nigra, P. nigra var. italica 

および P. deltoides var. 刑問ilifera に問問， Gゐeoゆorium tremulae (LIB.) PASS. が P. sieboldii に叩，

そして Trochila p~仰linum ÐESM. が P. sieboldii に51)それぞれ記載ないしは記録されている。なお最近

*1 ヤマナラシ キ2 ドロ *3 テリハドロ *4 ギンドロ *5 ェゾヤマナラシ，浜谷主猪熊

はこれをチョウセンヤマナラシ (P. tremula var. davidiana) の変異のなかに含んだ。

(1) (2) 保護部樹病科樹病研究室員
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さび病菌 Mela削:þsora larici-populina KLEB. については，その寄主範囲に関して導入ポプラ類を含めた広

汎な観察報告が発表されつつある山8川心 60' 。

筆者らはいままでの調査で 30 数種の菌類をえたが，それらのうち 3 種は未記載の菌と考えられたので

新種の記載をおこない，またわが国において未報告の種および未同定の種についても，それぞれ形態的特

徴の記載をおこなった。

子嚢菌類

1. Taphrina populina FR.一(Pl::ltel: A~C， Plate 10: Fig. l)-Syst. Myc. 3: 520, 1832; 

MIX, Univ. Kansas Sci. Bull. 33: 37, 1949; 千葉・小林，日林諒 41: 188, 1959 

資料: Populus 珂igra， P. deltoides var. 刑問ilifera， P. canadensis (山形・釜淵， VI-17, 1958, CO*') 

記事:葉をおかし葉ぶくれ病をおこす。

2. Glomerella ci，即ulata. (STONE.) S:p. et Schr.ー(Plate1: F~H， Plate 10: Fig. 2)-Science 

n. s. , 17: 750, 1903; 千葉・小林， 日林誌 41 : 189, 1959 

異名: Guignardia sp.，千葉・小林， 日林誌 39 : 78, 1957 

資料: P. alba x P. sieboldii (東京・田無， VI-17, 1957, KT制; VJ[-15, i958, KT); P. tremula 

var. davidiana x P. canescens (山形・釜淵， VI-17, 1958, CO) 

記事:新梢あるいは若枝をおかし校枯炭痘病をおこす。

3. Guignα2・dia sp.-(Plat疋 2 : A~C， Plat疋 10: Fig. 3) 

子嚢殻は樹皮に生じ，初め埋生，後いくらか表面にでる。球形~扇球形，子L口をもち， 225~275 x 215 

~265μ，厚さ 15~30μ の黒色膜状の殻壁をもっ。子嚢はこん棒状~長こん棒状，基部細まる。 75"'100

x l1 .5~18.5 ん側糸はない。子襲胞子は無色，単胞，楕円形~紡錘形，果粒にとみ， 22.5~28.5 x 7.5 

-9μ，平均 24.8x8.4μ。

資料: P. ja仰no-gigas (東京・回無， VJ[-25, 1958, KT); P. deltoides var. 刑onilifera， P. 却なra (山

形・釜淵， IV-12, 1958, CO ・ KT)

記事:樹皮をおかし胴枯れあるいは枝枯れをおこす。 同一病患部に MàC1ψho隅a sp. (7 頁参照)と

混生し， おそらくその完全時代と考えられる。本菌は今までポプラに記載された Guig問rdia のうち，

G. ρopuli THOMPSON叩にその形態的特徴がよく似る。 しかし THOMPSON の G. ρopuli の不完全時代は

Sφtog伽um rhゅaloide叫削 DEARN. et BISBY である。 したがって木菌の生活史や寄主範囲があきらかにな

るまでその同定を留保する。

4. Sphaerulina populi T. KOBAYASHI et CHIBA sp. nov.ー(Plat沼 2: E, F , Plate 11: Fi忠 1)

子嚢殻は葉表面に生じ，球形， 110-135 x 120~150μ，黒色膜状の穀墜をもっ。側糸はなく，子嚢はこ

ん棒状， 50"'60 x 10"'-'11μ， 8 個の子嚢胞子を不整 2-数列にふくむc 子嚢胞子は無色，紡錘形~長紡錘

形， 4"'6 個の隔膜をもち， 25-30x3.5-5μ。

資料: P. serotina f. erecta (東京・浅川，珊-12， 1957, KT) 

記事:葉に生ずる，病斑l主薬表面に生じ白~灰白色で円状または不整形。病斑上に黒色小点状に子嚢穀

*1 採集者千葉修の略

*2 採集者小林享夫の略
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を散生する。本菌による被害は軽微である。ポプラ上には今まで記載されためhaeゅ'ulina 属菌はないごポ

プラ以外のヤナギ科植物上には，ヤナギに 1 種 S. salicina SYD.'61 が記載されているが. S. salicina は

子嚢が大きく (110"'-'140 x 9"'-'10μ). 子嚢胞子が太く短く (15"'-'18 x 5.5"'-'7.5μ). さらに隔膜数が 3 であ

きらかに本菌とは異なるつ他に該当種がないので新種と認め記載をした。

5. Lepto喧phaeria decaisneana (CRIE) SACC.一(Plate 6: E , Plate 10: Fig. 4)-Syll. Fung. 2: 

50, 1883 

子嚢殺は葉表面の病斑上に散生し，球形~扇球形. 80-95 x 100"'-'110μ，黒褐色膜状の殻壁をもっコ子

嚢はこん棒状~長紡錘形. 8 個の子嚢胞子を不整 2 列にふくみ， 44"'-'49 x7 .5"'-'8.5110 子嚢胞子は褐色~

帯緑褐色，長精円形~長紡錘形，ふつう 3. まれに 2 の隔膜をもち，成熟すると隔膜部でいくらかくびれ

る， 15.5"'-'19.5 x 3.9"'-'4.2μc 

資料 : P. si隅onii (山形・釜淵. IX-12, 1958. CO ・ KT)

記事:葉に生じた病斑は白~灰白色，円形または不整形，被害はきわめて軽微である。ポプラ類には今

まで 5 種の LeptosPhaeria 属菌が記載されているが，本菌の測定値や隔膜数はそのなかの L. decaisneana 

(CRIE) SA∞.に一致したc 本菌はわが国では未記録の菌である。

6. Diaporthe medusaea NIT.一(Plate 3: A-C, Plate 11: Fig. 2)-Pyr. Germ. 251, 1867; 

WEHMEYER. Univ. Michig. Stud. , Sci. Ser. 9: 101. 1933; 千葉・小林， 日林誌， 41: 246. 1959 

異名 : Diaporthe italica (SACC.) TRAV., SACCARDO, Syll. Fung. 17: 671, 1905 

資料 : P. japono.gigas (東京・回無.VIIー15. 1958, KT); P. deltoides (東京・目黒， 四 22. 1959. 

KT) 

記事:枝枯あるいは胴枯病をおこす。 本菌は Pho刑opsis sp. (8 頁参照〉の完全時代と考えられる。

両菌の同根関係については別に報告する。

7. Neclria mantuana SACC.ー(Plate 3: F ",-,G; Plate 10: Fig. 5)-Syll. Fung. 2: 505. 1883 

子嚢殻は樹皮に生じ燈~紅色，基部に子座をもち数個が果粒状に群生し，球形，膜状の殻壁をもち 250

"'-'300 x 165"'-'265μc 子嚢はこん棒状~円筒形， 56"'-'62x6.3"'-'7μ8 胞子を不整 1 列"'-'2 列にふくむ。

子糞胞子は無色，楕円形~紡錘形. 2 胞，成熟すると隔膜部でいくらかくびれる， 10"'-'12.5 x 3"'-'4 110 

資料 :P. 加:axi刑owiczii， P. canescens (山形・釜淵， X -1, 1959, CO ・ KT)

記事:枯れた接穂に生じていたc 今までポプラに記載された 6 種の Nectria のうち N. 刑antω仰

SACC. の形態によく一致したコ本菌はわが国では未記録の菌である。

8. Septotinia populiperda W A TERMAN et CASHー(Plate 4: A"'-'E. Plate 11: Fig. 3)-Mycol. 

42: 380. 1950; 千葉・小林，日林誌 41 : 142"'-'144, 1959 

資料 :P. 隅arilandica， P. “ leipzig" (東京・目黒， IV -13, 1959, KT) 

記事:筆者らは先の報告引でこの菌が不完全時代である Septotis populiperda (Mo酪Z et SMARODS) 

WAT. et CASH の培養上につくられた菌核からえられたことを述べたが，そのご羅病越冬落葉上の菌核か

らもえられた。 Van den ENDE叩は，“Podophyllu隅上に WHETZEL の記載した Septotinia pod~ρhylli ~ニ

ポプラの S. poρul:争伊du刑との簡に形態的差異はない"と述べたが，この両菌の異同関係について研究し

たものはまだないようである。
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担子菌類

9. Helicobasidium mompa TANAKA, Jour. Coll. Agr. , Tokyo 1mp. Univ. 4: 193, 1891; K. 

lTó , Bull. Gov. For. Exp. Sta. 43: 34-35, 1949; S. lTó, Myc. F1. Jap. 2 (4): 3. 1955 

資料 : Po.抑Jω maximowiczii (岩手・好摩， IX一， 1958，千葉春美): PO�ulus nigra x P. maximowiczii 

(埼玉・寄居.IV一， 1959，横川章代司) ; PO�ulus sie初ldii (山形・釜淵， VII-13, 1959, CO) 

記事:紫紋羽病菌，根をおかす。埼玉県の資料は苗畑に発生したもので，好摩と釜淵の資料はすべて若

い植栽地もしくは天然生の若い樹であった。

10. ArmiUariella mellea (FR.) KARST., Krit. Oefv. Fin1. Basidv., p. 46, 1899; SINGER. Agar. 

p. 216, 1949; S. Itó, Myc. F1. Jap. 2 (5): 129, 1959. 

異名 : Armillaria mellea (VAHL.) Qu立L.

資料 : Poþul:智s deltoides var. 刑問ilifeγa (山形・上ノ山， X -3, 1959, KT) 

記事:ナラタケ病菌，根をおかす。

11. Melamp80ra larici-populina KLEB.ー(Plate 5: A-C)-Zeits. Pflkr. 12: 43, 1902; S. lTó , 

Myc. F1. Jap. 2 (2): 116-117, 1938; 千葉・小林，日林誌 39: 74, 1957 

資料: section Aigeiros-Po�ulus jaþono・gigas， P. robusta (東京・回無， X -22, 1956, CO ・ KT; 山

形・釜淵， X-l, 1957, X-l, 1959, CO; 北海道・光珠内，玄ー16， 1959，横山八郎;東京・浅川，

X-l, 1959, 陳野好之)， P. deltoides x P. caudina, P. charkowiensis x P. caudi加〔東京・田無， X-

22, 1956, CO ・ KT; 東京・浅川， IX-28. 1956. X-24, 1957, CO, X-l, 1959. 陳野;山形・釜淵，

X -1, 1959, CO; 北海道・光珠内Xー16， 1959，横山) ; P. nigra, P. 仰向例ericana 1ー214 (東京・浅

川， IX-28. 1956, X -24, 1957, CO，玄-1. 1959，陳野;山形・釜淵. X-l , 1957, X • 1, 1959, CO) ; 

P. wislizenii. P. gelrica (東京・浅川， IX-28, 1956. CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，玄ー1， 1959 , 

CO); P. “le争zig" (東京・浅川，区一28. 1956，玄 24, 1957, CO. X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，

X-l, 1957. X-l, 1959, CO; 北海道・光珠内， X -16, 1959，横山); P. 刑arilandica (東京・浅川，

IX-28, 1956, X-24, 1957, CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，玄 1, 1959, CO; 北海道・光珠内，

玄ー16， 1959，横山); P. deltoides var. 刑issouriensis (東京・浅川， IX-28, 1956, CO, X -1, 1959, 

陳野;山形・釜淵， X-l , 1959, CO; 北海道・光珠内， X-16, 1959，横山) ; P. euramericana LK-79 

(東京・浅川，区一28， 1956, CO, X-l , 1959，陳野;山形・釜淵， X-l, 1957，玄 1, 1959, CO); 

P. deltoides var. 刑仰ilifera， P. serotina f. erecta, P. bachelierii, P. grandis (山形・釜淵， X-l, 1957 , 

玄-1， 1959, CO; 東京・浅川， X-l , 1959, 棟野); P. serotina (山形・釜淵， X-l , 1957，玄ー1，

1959, CO; 東京・浅川， X-24, 1957, CO, X-l, 1959，陳野;北海道・光珠内，玄ー16， 1959，横山) ; 

P. regenerata, P. ヴaco隅ettis" (山形・釜淵， 玄-1 ， 1957，玄-1， 1959, CO; 東京・浅川， X-l , 

1959，陳野:北海道・光珠内， 玄-16， 1959，横山); P. eura隅0・icana 1-455 (山形・釜淵， 豆一1，

1957, X-l, 1959, CO; 北海道・光珠内， X-16, 1959，横山); P. eu問問ericana 1-476 (東京・目

黒， Xー10， 1957, KT; 東京・浅川， X-l , 1959，陳野;北海道・光珠内， X -16, 1959，横山;

P. euramerica附 Iー72/51 (東京・浅Jl I ， X-24, 1957, CO, X-l. 1959，陳野;山形・釜淵， X-l , 

1959, CO; 北海道・光珠内， Xー16， 1959, 横山); P. 叫igraxP. deltoides var. m側ilifera (東京・浅
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川，玄 24, 1957, CO，玄ー1 ， 1959，陳野:山形・釜淵， X-l, 1959, CO); P. eurameric仰a 1-45/51 , 

P. euramericana 77/51 , P. euramericana 1-C. B. D (山形・釜淵， X-l , 1959, CO; 東京・浅川，

玄-1， 1959, 陳野;北海道・光珠内， Xー16， 1959，横山); P. euramericana LK-83 , P. carolina, 

P. “ eck.均r" ， P. deltoides, P. “ eucalyptus" (山形・釜淵， X-1 , 1959, CO; 東京・浅JI し X-1，

1959，陳野); P. eurameγicana LW-30. P. deltoides var. 削oniliferax P. caudina (山形・釜淵， X-

1, 1959. CO).; P. euramericana LK-67 (東京・浅川， X-l, 1959, 陳野); P. vernirubens, P. 

euramer~cana 1-262, P. eura隅er抑制 1-154， P. deltoides virginiana x P. caudi叩(北海道・光珠内，

玄ー16.1959，横山); section Aigeirus x Taca隅ahaca-P. nigraxp. ma:û抑制iczii (東京・回無， X-

22, 19!'i6, ÇO ・ KT; 東京・浅川， IX-28 , 1956, X-24, 1957, CO，玄-1， 1959，陳野:山形・釜淵，

玄-1， 1957，玄-1 ， 1959, CO; 北海道・光珠内，玄ー16， 1959，横山); P. nigra xP. tricf!ocarpa (東

京・回無， :)(-22, 1956, CO ・ KT.;東京・浅川，区一28， 1956, X-24, 1957, CO, X-l. 1959，陳野;

山形，釜溺， X-l, 1959, CO，北海道・光珠内，玄-16， 1959，横山); P. charkowiensisx P. trichocarpa, 

P. nigra x P. laurifolia (東京・回無，玄-22， 1956, CO ・ KT; 東京・浅)11，広一28， • 1956，玄ー24，

1957， CO.; 北海道・光珠内，玄-16， 1959，横山); P. deltoides x P. trichocaゆa (東京・回無， X-22 , 

1956, CO ・ KT; 東京・浅川，玄ー24， 1957, CO, X-l , 1959，陳野;山形・釜淵，玄ー1， 1959. CO); 

P. “ strathglas" (東京・浅)11 ， IX-28, 1956，玄 24, 1957. CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，玄-

1, 1959, CO; 北海道・光珠内， Xー16. 1959，横山); P. "rochester" (東京・浅川， 区一28. 1956, 

玄ー24少 1957， CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，玄-1， 1957, Xー1， 1959. CO); P. berolinensis 

(東京・浅JII，区一28， 1959, CO，玄~1， 1959，陳野:山形・釜淵， X-l, 1959, CO; 北海道・光珠内

玄~l6， 1959，横山); P. maximowiczii x P. 均ra platierens, P. maximowiczii x P. berolinensis (東京・

浅川. X-24, 1957, CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵， X-l , 1957，玄ー1， 1959, CO; 北海道・光

珠内， X-16, 1959，横山); section Tacamahaca-P. maximowiczii, P. simonii (東京・浅)11 ， IXー28 ，

1956, X~24， 1957, CO，玄-1， 1959，陳野;山形・釜淵， 玄-1， 1957, X-l, 1959, CO; 北海道・

光珠内，玄-16， 1959，横山): P. maxi間四icziix P. trichocarpa (東京・浅川，広一28， 1956, X-24. 

1957，千葉， X-l , 1959，陳野 2 山形・釜淵， 玄-1 ， 1957, CO; 北海道・光珠内，玄ー16， 1959，横

山): ? koreana x P. trichocaゆa (東京・浅川，区一28， 1956, CO, X-l, 1959，陳野;山形・釜淵，玄

-'1, 1957, X-l, 1959, CO; 北海道・光珠内， X -16, 1959，横山): P. korea仰(山形ゅ霊長淵， Xｭ

L 1957. 玄ー1， 1959, CO; 東京・浅川. X-24. 1957, CO, X-l , 1959，煉野); section Leucoidesｭ

P. lasiocarpa (山形・釜淵， X-l, 1957, X-l, 1959, CO) 

記事:さぴ病菌， 葉をおかず。わが聞における本菌の異種寄生性あるいは分布については， すでに松

本583 ，富樫開，平塚田~山および沢田刊によって報告されている。最近では西日制，伊藤・児玉町九伊藤・

浜'"および千葉・陳野聞が，主としてきぴ病に対する抵抗性の観点から，多数の導入あるいは邦産クロー

γを調査した結果を，それぞれ発表した。 資料からみられるごとく，本菌はポプラ属の Aigeiros， Tacaｭ

mahaca および Leucoides 亜属に属するものにのみみられ， Leuce 亜属に属するものにはまったくみられ

ない。しかし採集された Aigeiros および Tacamahaca 亜属の各タロー γの間には本菌に対する感受性に

大きな差異がみられるようである。
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不完全菌類

12. Phyllosticta populorum SACC. et ROUM.,-(Plate 6: A, B, Plate 11: Fig. 6)-SyII. 

Fung. 3: 23, 1884，千葉・小林， 日林誌 39 : 77, 1957 

資料: section Leuce-P. alba x P. sieboldii (東京・浅川， IX-28, 1956, CO); P. alba x P. tre隅ula

var. davidiana (山形・釜淵， X -5, 1957, CO); section Leuce x Aigeiros-P. sieboldii x P. deltoides 

var. 桝onilifera (山形・釜淵， X-5, 1957, CO); section Aigeiros-P. eu叩mericana 1-45/51, P. 

"eucalyptus" (東京・小石川， X -28, 1956, CO ・ KT); P. canadensis, P. carolina,. P. eura隅ericana

LK-67, P. “ wettstein" , P. "jacomettis" (山形・釜淵， IX-12, 1958, CO ・ KT); P. grandis, P. 

euramericana 1-214, P. eura隅ericana 1-172, P. euramericana LW-30 (山形・釜淵， X-l, 1959 , 

CO ・ KT); P. deltoides (東京・浅川，区 24, 1957, X-3, 1958, KT); P. euratne1必ana 1-455, P. 

eUf・americana 1-154, P. euramericana LK-83, P. euramericana LW-42 (山形・釜枇 IX-12， 1958 , 

玄ー1， 1959, CO ・ KT); P. nigra x P. deltoides var. 伽onilifera (東京・浅)1 1 ， 玄-3， 1958， KT); P. 

nigra, P. euramericana LKー79 (東京・浅JII，区一24， 1957, X -3, 1958, KT; 山形・釜淵， IXー12 ，

1958，玄ー1 ， 1959, CO ・ KT); P. ωislizenii， P. ja仰叩-gigas， P. euramerica仰 1-476 (東京・浅川，

X -3, 1958, KT; 山形・釜淵，区一12， 1958, 玄 1, 1959, CO ・ KT); P. serotina f. erecta, P. 

bachelierii (東京・浅川， X -3, 1958, KT; 山形・釜淵，玄-5， 1957, CO, IX-12, 1958, Xー1， 1959 , 

CO ・ KT); P. deltoides var. 刑issouriensis (東京・小石川， X-28, 1956, CO ・ KT; 山形・釜淵， IX-

12, 1958, 玄 1, 1959, CO ・ KT); P. deltoides var. 刑onilifera (東京・浅川， X-3, 1958, KT; 山

形・釜淵， IX-12, 1958, CO ・ KT) ; P. serotina (東京・浅川， IXー28， 1956, CO; 山形・釜淵，区一12 ，

1958, X-l , 1959, CO ・ KT); P. regenerata (東京・小石川， X-28 , 1956, CO ・ KT; 東京・浅川，

X-3, 1958, KT; 山形・釜淵，広一12， 1958, X-l, 1959, CO ・ KT); P. 隅arilandica (東京・浅川，

IX-24, 1957, X -3, 1958, KT; 山形・釜淵，玄ー5， 1957, CO, IX-12, 1958, X-l , 1959, CO ・ KT);

P. robusta (東京・小石川， X-28, 1956, CO ・ KT; 山形・釜淵， IXー12， 1958， X-l, 1959, CO ・ KT;

東京・回無， 玄-22， 1956, CO ・ KT; 東京・浅川，区一28， 1956, CO); P. gelrica (東京・小石川，

X -28, 1956, CO ・ KT; 東京・浅川，区一24， 1957，玄-3， 1958, KT; 山形・釜淵， X-5, 1957, CO , 

IX-12, 1958, X-l , 1959, CO ・ KT; P. deltoides x P. caudina (東京・田無， X-17, 1958, CO ・ KT;

東京・浅川， X -3, 1958, KT): P. “ eckhof" (東京・浅川， IX-24, 1957, KT; 山形・釜淵， X-l , 

1959, CO ・ KT); section Aigeiros x Tacamahaca-P. berolinensis (東京・浅川， X-3, 1958, KT); P. 

nigraxP. 刑aximowiczii (山形・釜淵， IX-12, 1958, CO ・ KT; 東京・浅川， X-3, 1958, KT); section 

Taca閉めaca-P. 隅aximowiczii， P. maximowiczii x P. trichocarpa (東京・浅川， X -3, 1958, KT); P. 

h田'eana x P. trichocarpa (東京・小石川， X -28, 1956, CO ・ KT)

記事:棄に寄生し輪斑病をおこす。資料にみられるご正しこの菌は Leuce および Aigeiros 亜属のポ

プラ上に，もっともふつうにみられる。しかし被害葉は比較的長く落葉することなく残り，早期落葉の害

はそれほどひどくないようである。

13. Phyllosticta alcides SACC.ー(Plate 6: C, Plate 11: Fig. 5)-SyII. Fung. 3: 24, 1884; 千

葉・小林，日;休誌 41 : 188, 1959 
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資料: s巴ction Leuce-P. a伽(山形・釜淵， X -5, 1957, CO, IXー12， 1958, CO ・ KT); P. tremula 

var. davidiana x P. canescens (山形・釜淵，玄-5， 1957, CO); section Leuce x Aigeiros-P. tγe隅ula

var. davidiana x P. deltoides var. 閉onilifera (山形・釜淵， IXー12， 1958, CO ・ KT); section Aigeiros 

-P. nigra, P. deltoides var. 制四ilifera， P. wislizenii, P. deltoides x P. caudina (東京・浅)11 ， X-3 , 

1958, KT; 山形・釜淵， X-1 , 1959. CO ・ KT); P. canadensis. P. regenerata (山形・釜淵，広一12，

1958, CO ・ KT); P. marilandica, P. euramericana LK-79 (東京・浅)11 ， 広一12， 1958, KT); P. 

serotina (山形・釜淵，区一12， 1958，玄-1， 1959, CO ・ KT); P. gelrica (東京・浅JII ， IXー28， 1956 , 

CO; 山形・釜淵， IXー12. 1958, X-1, 1959, CO ・ KT); P. charkowiensis x P. caudina (東京・田無，

X ,---e.17, 1958. CO ・ KT); P. nigraxP. deltoides var. 隅onilifera (山形・釜淵，玄-1， 1959， CO ・ KT);

se鑼i�: Aigeiros x Taca隅ahaca-P. nigra x P. maximowiczii, P. nigra x P. trichocarpa, P. 閉山抑制iczii

x P. beroli nensis (東京・浅川， X -3, 1958, KT); section TacamahacaιP. 隅axi抑制iczii (東京・浅

川，玄-3， 1958, KT; 東京・目黒， X~12， 1959, KT); P. si脚nii (東京・浅川， X -3; 1958, KT) 

記事:葉に寄生し，小褐斑病をおこす。 この菌は上にのベた Phyllosticta p~仰lorum 主ことなり，

Tàca例。haca 亜属のポプラにもっともふつうにみられるようである。

14.. Phyllosticta longisporum KOBAYASHI et CHIBA 8):1. nov.一(Plate 6: D, Plate 11 :Fig. 4) 

柄子殻は病斑上に散生し，黒色，球形ないし扇球形， 90"'105 x 85""100μ。殻壁は膜状，厚さ 6μ。分

生子梗は単条，短く， 無色。柄胞子は円筒状ないし長円筒形， 両端鈍円， 単胞， 無色. 7.5"'10.5x 

1. 5μ。

資料: Populus alba (山形・釜淵，区一12， 1958, CO ・ KT)

記事:葉に寄生する。病斑は白色ないし灰褐色，不整形， 直径 3"'5mm。 この菌の標本は釜淵で 1 回

採集されたのみで，被害もまた軽微であった。いままでにポプラ上に記載された Phyllosticta 属菌の中に

は，本菌と一致するものはない。また他のヤナギ科植物上に記載された Phyllostictá の中にも該当する菌

がないので，新種として記載した。

15. Macrophoma 8):1. (Plate 2: A, C, D, Plate 12 :_Fig. 1) 

柄子殻は葉または樹皮に生ずる。はじめ埋生するがのちいくらか表面にでる。樹皮上では時に 2 ないし

数個が列生するとともある。球形ないし扇球形，黒色，大きさ 250"'330x 240"'340 ん厚さ 18"'24μ の

膜状の殻惑を有す。分生子便は単条，無色， 10.5"'15.5X3"'3.5 f.L o 柄胞子は長楕円形ないし紡錘形，単

胞，無色，果粒にとみ， 22.5"'29.5 x 5"'6.5 f.Lo 

資料 :p，ゆ山s alba, P. alba x P. sieboldii, P. serotina, P. serotina erecta, P. regenerata, P. maril，仰

dica, P. γóbusta， P. gelrica, P. grandis, P. ca問lina， P. euramericana 1-476. P. euramericana 1-

214, P. euramericana 1-45/51, P. euramericana LK-83, P. euγamertca加 LKー-67， P. “ strathglas" , 

P. • <wettstein" , P. ヴacomettis" ， P. “ eckhof", P. deltoiゐsxP. caudi加， P. nigra x P. .monilifera , 

P. beróline舟sis， P. nigra x P. tric.初caゆa， P. koreà附， P. maximowicziixP. trichocarpa (東京・目黒，

四一22， 1959, KT); P. japono-gigas (東京・回無，四一15， 1959, KT); P. nigra (山形・釜淵，区-

12, 1958, 'CO ・ KT; 東京・目黒，刊一13， 1959, KT); P. deltoides var. monilifera (山形・釜淵， IX-

12, 1958，玄-1， 1959, CO ・ KT); P. maximowiczii (東京・目黒， Wl-22, 1959, KT; 山形・釜淵， X

-1, 1959, CO ・ KT)
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記事:葉および樹皮に寄生し，葉枯れあるいは校枯れをおこす。この菌はまえにのべたように (2 頁参

照)， Guignardia 属菌と同一患部に混生し，その不完全時代と思われる。いままでポプラ上に記載された

Macro.帥0問。属菌のなかには，本菌と一致するものはないが，他のヤナギ科植物上に記載された Macro・

pho刑d 属菌のなかで， M. salicina SACC.77)が本菌とよく似ている。しかしこの菌の同定については，まえ

にものべたように. Guignardia 菌との関連および寄主範囲を確かめたうえでのことにして，ここでは保

留したい。

16. Ascochytα vitellinae P ASS.一(Plate 6: F , Plate 12: Fig. 2)-Fung. Gal1. novi in Jour. d' 

Hist. nat. 1885, No. 4, p. 16; SACCARDO, Syl1. Fung. 10: 300, 1892 

柄子殻は葉の両面に生ずる病斑上に散生し，球形ないし扇球形， 黒色ないし暗褐色， 130""'145 x 100"'" 

125μ。分生子梗は単条，無色，短く， 5""'5.5μ。柄胞子は長楕円形ないし紡錘形，無色， 2 胞， 成熟する

と隔膜部でいくらかくびれる?大きさ 12.5""'15.5x 3""4 "0 

資料: Populus alba x P. sieboldii (山形・釜淵， IX-12, 1958, CO ・ KT)

記事:葉に寄生する。病斑は灰褐色ないし灰白色，径 2""5 仰向，円形ないし不整形。 被害は軽微であ

る。いままでポプラ上には 3 種の Ascochyta 属菌が記載されているが，いずれも本菌とは異なるものであ

る。ヤナギ上に記載されている 4 種の Ascochyta 属菌のうち A. vitellinae PASS. が本菌とよく一致する。

本菌のヤナギに対する寄生性に若干の疑問があるが一応形態的によく一致する A. vitellinae PASS. にあ

てておく。本菌もおそらくわが国では未報告の菌であろう。

17. Diplodina populi ELL. et Ev.-(Plate 7: E, F)-Bul1. Torr. Bot. C1. 1898, p. 510; 

SACCARDO, Syl1. Fung. 16: 939""940, 1902 

柄子穀は樹皮に生じ，はじめ表皮下に埋生するが，のちいくらか表面にでる。褐色ないし暗褐色，球形

ないし扇球形，殻壁は膜状，大きさ 140""150 x 150""200 "0 分生子梗は単条，長さ 12.5""22.5μ。柄胞

子は楕円形ないし紡錘形，やや不等辺， 2 胞，ふつう隔膜部ではくびれない，無色，大きさ 7.5""13.5x

2.5""3.5μ，ふつう 8.5""11 x 3μ。

資料: Populus euramericana 1-455 (愛知・東春日井， V -25, 1959) 

記事:病斑は休眠芽あるいは葉柄痕から発生しているようで，古い病患部では表皮に亀裂を有し，ょう

いに破れる。本菌は，今までポプラ上に報告された Diplodi加病菌のうち， D. populi ELL. et Ev. とよ

く一致した。わが国で未報告の菌である。

18. Phomopsis sp.ー(Plate 3: D, E, Plate 12: Fig. 3) 

柄子殻子座は樹皮に生じ， はじめ埋生， のちいくらか表面にでる。柄子殻寓ははじめ横線状，完熟す

ると限寓状，柄子殻子座の中央に孔口をひらく。分生子梗は柄子殻箆の内面に並列L.-，無色，細く， 3"" 

4x1.5 11- 0 柄胞子は 2 型あり，ひとつは Aー胞子とよばれるもので，楕円形ないし紡錘形，単胞，無色，

果粒にとみ，大きさ 5.5""8.5 x 2""3μ，ふつう 7""8.5x 2.5"0 もうひとつの型はB 胞子またはstylか

spore とよばれるもので， 針状ないしかぎ針状， 単胞，無色， 17""'28xO.7""'1. 0μ。湿潤な時にはAー胞

子と Bー胞子のクリーム色の塊が柄子殻子座の孔口からコイノレ状に押し出される。

資料: Populus tre捌叫la var. davidía舟ax P. canescens (山形・釜淵， IX-12, 1958, CO ・ KT); P. 

japo明。-gigas (東京・回無， VJ[-15, 1958, CO ・ KT); P. charkowiensis x P. caudina (北海道・栗山，荘

一24， 1959，千葉茂); P. “st叩thglas" (北海道・栗山， 目-24， 1959，千葉茂;東京・目黒，国 22. 
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1959, KT); P. 同信仰， P. seroti仰， P. serotina f. erecta, P. regenerata, P. 例arilandica; P. robusta, 

P. gelrica, P. grandis, P. 側ramericana 1-476, P. euramericana 1-45/51, P. euramer祥ana 1二72/51，

P. euramericana 1-214, P. euramericana LK-83, P. euramericana LK-67, P. "wettsteinぺ P.

ヴaco帥ettis"， P. nig叩 XP. 隅onilifera， P. beroH時計fsis， P. nigra x P. t的hocarpa， P. 刑axi柳欄iczii，

P. k町eana， P. maximowiczii x P. tγichocarpa (東京・目黒，四 22, 1959, KT) 

記事:樹皮に生じ校枯れあるいは胴枯れをおこす。この Phomopsis 菌は前にのベた Diaporthe inedusaea 

NIT. (3 頁参照〉の不完全時代と考えられる。 この菌はまた枝や茎のほかに，サシ穂の頂部 0.5:.-v2 cm 

の枯れきがった部分あるいは発根しなかったサシ穂にもっともふつうにみられる菌である。

ポプラ上には Phomopsis putator (8AC氾.) HÖHN64192' と P. populi叩 VOGLINO'" の 2 種が記載されている

が，このうち Phomopsゐ putat昨は WEHMEYER." によって，かれの訂正した Diaporthe eres NIT.. の不

完全時代とされた。最近ドイツの BUTIN" は WEHMEYER にしたがってポプラ上に Diaporthe eres とそ

の不完全時代 Phomopsis putator を報告した。同時にかれは Phomopsis populi仰をも D. eres NIT. の不

完全時代の異名としてとり扱った。筆者らは本菌を Diaporthe medusaea NIT. の不完全時代と考えてい

るのであるが，文献によると Diaporthe eres NIT. と D. medusaea NIT. の不完全時代は， それぞれた

がいによく似ているようなので，本菌の同定は，その生活史や寄主範囲などをあきらかにしたうえでのこ

とにしたし、。

19. Phomopsis macrospora KOBAYASHI et CHIBA sp. nov.ー(Plate 7: A"'-'D, Plate 12: Fig. 

4) 

柄子穀子座は樹皮に生じ，はじめ埋生，のちいくらか表面にでる。半球形ないし円丘状に隆起し，大き

し直径 3""5m隅。柄子殻寓の形状は前の Ph伽opsis sp. 菌のそれによくにて，はじめ横線状，のち成

熟すると限寓状となり，子座頂部において関口する。分生子使は短く，直性，無色，長さ 7.5"'-'9μ。 分

生胞子は 2 種あり，ひとつは A-胞子とよばれ，楕円形ないし紡錘形， 単胞，無色，果粒にとむ。大きさ

14.5""19.5 x 3""3.7 ん もうひとつの B-胞子または stylospore とよばれるものは長円筒形または長紡

銭形で真直またはかぎ状に曲がるo 無色，単胞，大きさ 13""17.5X 1. 5JLo

資料 : Populus deltoides (東京・目黒， V-13, 1959, KT); P. chark，脚iensisx P. caudina (北海道・

栗山， VI~24， 1959，千葉茂); P. nむrra， P. serotina f. erecta, P. rめωta， P. “ eckhofぺ P. deltoides 

x P. caurJina, P. maximowiczii (東京・目黒， ìlIT-22, 1959, KT) 

記事:樹皮に生じ校枯れもしくは胴枯れをおこす。本菌はまえの P加制opsis とくらべると外観的には，

病患部の色が赤褐色であることと，柄子穀子座のいぼ状隆起が大きトことによって区別される。しかし最

も大きい差異は胞子の形状と大きさである。すなわち，本菌の A":'胞子はまえの Pho隅opsis のそれよりは

るかに大きく，一方 B 胞子は短く太い。この両者の P加mopsis の培養は似ているが，本菌の胞子角の色

は前種のそれより赤味が強い。

ヤナギ科植物に記載された Pho制ゆsis 菌のなかには本菌に該当するものはみあたらないし， またその

他の植物に記載された P加mopsis 属菌のほかにも該当するものがないので新種として記載した。

20. Cyto喧pora chrysosperma (PERS.) FR.一(Plate 8: A, B, Plat冶 12: Fig. 5)-8. M. II. p. 

542; 8ACCARDO, 8yll. Fung. 3: 260, 1884; 千葉・小林，日林誌 41 : 248"'-'249, 1959 

資料 :p，ゆtlω 隅aximowiczii (北海道・苫小牧， Wー， 1958); P. “ strathglas", P. charkowiensis x 
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P. caudina (北海道・栗山， V!fー24， 1959，千葉茂〉

記事:樹皮に寄生しキトスポラ胴枯病(ふらん病，粗皮病)をおこす。本菌は 1924 年富樫S引が北海道

利尻島で採集記録したのがわが国で最初で， そのご亀井叫がおなじく北海道に広く産することを報告し

た。今回の調査中に入手した資料もすべて北海道からのものであった。 本菌の完全時代である Valsa 

sordida FR. はわが国ではまだ報告されていない。

21. Cyto哩pora nivea (HOFFM.) SACC.ー(Plate 8: C, D, Plate 12: Fig. 6)-Mich. n. p. 264 , 

Syll. Fung. 3: 260, 1884，千葉・小林，日林誌 41 : 249, 1959. 

資料: Populus 例aximowiczii (長野・傍陽，広一24， 1958，魚住正， KT); P. “ strathglas" (北海道・

栗山， V!f-24 , 1959，千葉茂〉

記事:樹皮に寄生しレウコストマ胴枯病をおこす。本菌は Leucostoma nivea FR. の不完全時代である

が，わが国ではまだ Leucostoma 世代はみつかっていない。ScHREINER'引によれば，この菌はのto砂町a

chrysosper刑G より病原性が~~\，、とし、う。

22. Cyto司pora sp.一(Plate 8: E, F , Plate 12: Fig. 7) 

柄子殺子座ははじめ樹皮内に埋生するが，のち白色の円盤となっていくらか表面にでる。その下部には

っきりした穀壁を有する単孔性の柄子殻がある。柄子穀は一子座内に単生もしくは 2-3 個がかたまって

生ずる。球形ないし扇平な楕円形，黒色， 460-600μ 径，黒色の頚あるいは孔口を有する。殻壁は黒色，

膜状。頚は黒色で子座を貫通して円盤表面に閉口する。柄子殻をふくめた子座の高さは 350-415μ。 分

生子梗は柄子殻壁内面に娃列し，無色，短く，長さ 10~12.5μ。柄胞子は腸詩形，単胞，無色， 大きさ

5.5~6.5x1~I. 5 1-'0 

資料: Po;抑lus sieboldii x P. canescens (山形・釜淵，区 12, 1958, CO ・ KT); P. 問。ximowicziix P. 

n信仰(山形・上ノ山， X-3, 1959, KT ・∞〉

記事:この菌は，子座の発達の貧弱なことと，柄子殻に明りような殻壁を有し，単殻性であることで，

前 2 種の Cytospora とはきわめて異なる。本商の成熟したものでは，外子座 (ectostroma) は頚部のまわ

りにしかみられない。

今までポプラ類に記載された Cytospora のなかで， Cytospora acharii SACC. 59J , C. flavo.virens SA∞.制

および C. Pゆuli仰 SPEG.，rJ の 3 種がその子鹿と柄子殻の特徴で本菌に似るが，前 2 者はその柄胞子の測

定値が記載されていない。 C.N抑lina SPEG. は柄胞子が 4-5x1μ と記載され，本菌より小さい。本菌

の同定については，その寄主範囲などを検討したうえでのことにゆずりたい。

23. Dothiorella populnea THむM.ー(Plate 13: Fig. 5)-SACCARDO, Syll. Fung. 3: 237, 1884 

子座は樹皮に生じ円盤状，黒色， 1-3mm 径。子座表層内部に柄子殻寵を生ずる。 柄子殻寓は球形

ないし扇球形， 175-290 x 225-250μ，分生子梗は単条または分岐し，無色，長さ 10-15μ。 柄胞子は

楕円形，単胞，無色， 3.5-4x I. 5-2μ，塊ではやや緑褐色をおびる。

資料: Populus 問。z抑制liczii (山形・釜淵， X-1 , 1959, CO ・ KT)

記事:今までポプラ類に記載されている Dothiorella 属菌は 8 種あるが，そのうちD.pψ叫lina KARST.聞

と D. populnea THÜM.叫が本菌に類似する。 SAC氾ARDO の Sylloge Fungorum にのせられた記載では

D.N抑lina の柄胞子は 5-6x2μ， D. populnea のそれは 3.5x 1μ で，本菌は D. populnea によりちか

い。ところが， ドイツでポプラ類の菌類を報告した BUTlN" は， D. μμlnea の柄胞子を 3.5-4xO.5-

• 
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1μ， D. þoþulina のそれを 4"'-'4.5x2μ と報告し， D. þoþulnea の柄胞子はより幅がせまくなっている。

しかし，筆者らは原記載によって本菌を Dothiurella �o�ulnea KARST. と同定する。本菌はわが国未報告

の菌である。

24. Sphaceloma populi (SACC.) JENKINSー(Plate 9: A, B, Plate 13: Fig. 4)-Jour. Agr. 

R田. 44: 689"'-'700, 1932; 千葉・小林， 日林誌， 37: 76"-'78, 1957 

資料 : Poþul'叫s erotina (東京・浅川， JX-28, 1956, CO, JX-24 , 1957, KT); P. bachelierii, P.gelrica , 

P. eura刑ericana (東京・浅川，区 24, 1957, KT); P. deltoides, P. 隅arilandica (東京・浅川， X-3 , 

1958, KT); P. canadensis (熊本・八代，刊一， 1958) 

記事:この顛は筆者らがまえに白斑性痘療病菌やhacelo問。 sp. として紹介した引ものである。そのご

の文献調査によってポプラに寄生する争haceloma 菌として， JENKINS が訂正記載した s. �o�uli (SACC.) 

JENKINS'"却があることを知り，その病徴，形態、が筆者らのえた菌とほぼ一致するので，同一菌と同定し

た。

このほかに，まえに同時にのべたようにω 黒~褐斑を生ずるめhaceloma 菌が採集されるが，その形態

培養とも白斑性の S. þo抑U とまったく区別しがたいので，やはり S. þoþuli と同定しておく。黒斑性の

資料はつぎのとおり : PO戸山s serotina, P. robusta, P. gelrica, P. euramericana 1-455, P. eurameγicana 

1-45/51, P. euramericana 1ー214， P. euramericana 1-154, P. “ eucalyþtus". P. “ leiþzig" (東京・小

石川 1 ， X -28, 1956, CO ・ KT); P. deltoides (東京・回無， X -22, 1956, CO ・ KT); P. marilandica 

(東京・浅川 1 ， JX-24, 1957, KT) 

うえに記録したごとし本菌は Pゆ叫lus 属のうち Aigeires Jlli属に属するものからのみとられたc なお

白斑性のものは 6 月から 10 月の聞にわたってみられるが，黒斑性のものは 9 月下旬から 10 月の間しか

みられないa

25. Myxosporium rimo8um FAUTR.一(Plate1: D, E, Plate 13: Fig. l)-Rev. Myc. 1891, p. 

32; SACCARDO, Syll. Fung. 10: 465, 1892; 千葉・小林，日林誌 41 : 189"'-'190, 1959 

分生子堆は当年生校の樹皮に生じ，初期には無色であるが，古くなったもの，あるし、は越冬したもので

は，厚く淡褐色となる。剛毛はないっ分生子梗は無色，単条，大きさ 6"-'12 x 3"-'4 J.L c 分生胞子は楕円形

ないし円筒形，両端鈍円，単胞，無色， 12.5"-'18x3.5"'-'5.5μ，ふつう 13"-'15 x 3.5"'4.5μ。 塊では鮭

肉色ないし桃紅色。

資料 : PO�ulus alba x P. sieboldii (東京・回無， IVー17， .1957, V!l-15, 1958, KT); P. deltoides var. 

隅onilifera (青森・青森， 1 -22, 1960，横沢良憲〕

記事:校枯炭痘病をおこす。本菌は Glomerella cingulata (STON.) SPAUL. et SCHR. の不完全時代であ

る (2 頁参照〉。ポプラに記載された炭痘病菌としては，いままでに葉に寄生する Gloeosþurium 属菌が 8

種，茎，校に寄生する Myxosþorium 属菌が 6 種あるコそれらのうち，本菌は Aのxoゃurium rimosum 

FAUTR.69l , Gloeos�orium sibiricum THÜM.附および G. �o�uli-albae DlSM. 64)の 3 種にきわめてよく一致

する。これらの 3菌はその形態の記載がまったく相似て区別しがTこいが，本菌がポプラの葉に寄生するか

どうか確かめてないので， 11ゐIXosþoγium rimosum FAUTR・と同定する。

最近 ARX" は Colletotrichum 属菌のモノグラフをあらわした。かれはそのなかで剛毛の有無にかかわ

らず Gloeosþori叫附属を Colletotrichum 属の異名としてふくめたが， Myxoゆuriu刑属については何らふ
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れていない。本菌はかれの種の索引にしたがうと，かれが Glomerella cingulata の不完全時代の種名とし

てあたえた Colletotrichum gloeos�orioides PENZ. sens. ARX に一致する。 ARx はこの C. g loeos�orioides 

PENZ. sens ARx の異名として 600 を越える種をふくめたが，そのリストのなかにはポプラ上に記載され

た種はみあたらない。かれが異名として集めた種がすべて完全時代との関連において調べられたかどうか

は疑わしいとはいえ， Colletotrichum gloeoゆorioides PENZ. を Glomerella cingulata の不完全時代を代表す

る種名とすることが妥当であると認められるならば，ポプラ上に記載されている』今'xosþoriu例 rimosum

F AUTR. , Gloeos�orium sibiricum TH首M. および G.ρoþuli-aめae DESM. の 3 種は当然 Colletotγichum

gloeo，砂orioides PENZ. sens. ARX の異名となるものであろう。

26. CoUetotrichum sp.ー(Plate 9: C, D, Plate 13: Fig. 2) 

分生子堆は葉表面の病斑上に黒点として散生し，直径 70"-'120μ，多数の剛毛を有する。剛毛は長く剛

直，褐色ないし暗褐色， 45"-'85 x 4.5"-'6μ。分生子梗は単条，無色。分生胞子は長楕円形ないし円筒形，

時には両端もしくは一端がやや尖る。単胞，無色， 17"-'24 x 4.5"-'5.5μ。

資料 : PO�ulus sieboldii x P. deltoidl!s (東京・浅川， IX-28, 1956, CO): P. nigra, P. korea叩 X

P. trichocar�a (東京・小石川， X -28, 1956, CO); P. sieboldii (山形・釜淵， X -5, 1957, CO); 

P. tr捌uloides (東京・小石川， X-28, 1957, CO ・ KT); P. to捌entosa， P. tremula var. davidia叩，

P. tremula var. davidiana x P. deltoides, P. 抑制問owiczii (山形・釜淵，区一12， 1958, CO ・ KT)

記事:葉に寄生し葉炭痘病をおこす。本菌は枝枯炭痘病菌助成osþoγium ri隅osum FAUTR. とは，その

形態，とくに胞子の大きさと剛毛の存在，および培養があきらかに異なる。ポプラ上には Colletotrichu附

属菌が記載されておらず，また Gloωsþoriu隅属菌のなかにも本菌と一致するものはない。

ARXll の Colletotrichum 属の索引によると，本菌はその形態から Colletotrichum �hyllachoroides (ELL. 

et Ev.) von ARX に一致する。しかし C. þhyllachoroides は Artemisia 属植物(ヨモギ類〉にしか記載

されておらず，本菌が Arte隅isia に寄生するかどうか不明であるので，ここではその同定は留保する。

27. Marssonina brllnnea (ELL. et Ev.) MAGN.-(Plate 5: D, E, Plate 13: Fig. 3)-Hedw. 

45: 90, 1906; 千葉・小林，日林誌 41 : 144"-'146, 1959 

異名 : Marssonina ρoþulicola MIURA，満蒙菌類誌1lI，陰花植物，菌類 p. 480"-'481 , 1928 

資料: section Aigeiros-Po�ulus jaþono勾gigas (東京・回無， Vlー17， 1957, VlI-15, 1958, KT; 東京

・目黒， X-14, 1958, X-12, 1959, KT); P. 間arilandica (東京・浅川， X -3, 1958, KT; 東京・

目黒， X-14, 1958, X-12, 1959, KT); P. nigra, P. deltoides var. m側ilifera， P. s町oti'叩， P. 

robusta, P. bacheli，白仏 P. gelrica, P. grandis, P. euramericana I-45/51, P. eurameγicana I-214, 

P. euramerica叩 I-154， P. euramericana F. S.350, P. deltoides x P. caudina, P. nigra x P. deltoides 

var. 隅onilij町a， P. “jaco隅ettis" ， P. “ eckhoj", P. “ leiþzig", P. “ eucalyþtus" (東京・目黒， X-14 , 

1958，玄-12， 1959, KT); P. deltoides var. 例issouriensis， P. wislizenii, P. serotina f. erecfa, P. reｭ

generata, P. eura制ericana LD-131 , P. euramericana I-455, P. euramericana I-476, P. eura制ericana

LK-67, P. ωramericana I--C. B. D, P. a目igulata x P. i日crassata， P. “ strathglas" (東京・目黒， X-

12, 1959, KT); 久 deltoides (福島・郡山， X -5, 1960, KT); section Aigeiros x Tacamahaca-P. nigra 

x P. lauriforia, P. 問igraxP. 例。xi例owiczii ， P. nig問 xP. trichocarþa, P. deltoides x P. trichocar�a (東

京・目黒， X-14, 1958, X-12, 1959, KT); P. beγolinensis (東京・目黒， X-12, 1959, KT); 
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section Tacamahaca-P. maxi-抑制iczii， P. simonii (東京・目黒，玄-14， 1958, X-12, 1959, KT); 

section Leucoides-P. lasiocarpa (東京・目黒， X-12, 1959, KT) 

記事:葉および若校に寄生しマノレゾニア落葉病をおこす。うえに記録したごとく，本菌は Aigeiros 亜

属のポプラにふつうにみられ， Leuce 亜属であるギゾドロ (P. alba, white poplar) 系あるいはヤマナラ

シ (P. sieboldii, aspen) 系のポプラにはまったくみられなかった。また病斑は葉の両面に生ずるが， Aiｭ

geiros 亜震では表面生の病斑が， Tacamahaca 亜属では裏面生の病斑がより優勢にあらわれる。

すでに筆者らは本菌を Marss側ina brunnea (ELL. et Ev.) MAGN. と同定した"が，そのどの検討で，

三浦聞が満州で Popul叫s laurifol句 (Tacamahaca 亜属〕に記載した M.populicola MIURA も同一菌として

よいことがわかった。すなわち， M.po.がtlicola の記載による胞子の大きさは 16"""21 x 6"""7μ でやや大

きいが，その大部分が本菌の測定値と重複する。さらに，三浦は記載にあたって， Tacamahaca 亜属のポ

プラに知られていた 5 種の Marssonina 属菌と比較し，主として病斑が裏面生であること，胞子がくびれ

ないことの 2 点をあげて，新種とした。しかしかれがあげて比較した種のなかには M. brunnea (ELL. 

et Ev.) MAGN. ははいっていない。 M. brunnea の原記載には胞子がくびれるかどうかについては書かれ

ていないが，筆者らのえた菌では，ふつうくびれないほうが多い。また， うえにのべたように，病斑の表

面生，裏面生はポプラの種類のちがいによるものであり，種の区別点にはならないと考えられる。したが

って筆者らは三浦の記載した Marss側ina populicola MIURA は M. br抑制a (ELL. et Ev.) MAGN. の異

名となるものと考える。

28. Pestalotia populi-nigrae SAWADA et K. ITOー(Plate 9: E, F, Plate 14: Fig. 1)-Bull. 

Gov. For. Exp. Sta. , Tokyo, 45: 140, 1950; 沢田，林試研報， 105: 78, 1958; 千葉・小林， 日林誌，

41 : 146~147， 1959 

資料: Populus tr創刊叫la var. davidiana (山形・釜淵， X-5, 1957, CO, IX-12, 1958, CO ・ KT);

P. n信仰(山形・釜淵， IXー12， 1958, CO ・ KT; 東京・目黒， X-14, 1958. KT); P. si桝onii (山形・

釜淵，区一12， 1958, CO ・ KT; 東京・浅川. X-3, 1958,KT); P. nigra x P. 問。xi抑制iczii， P. 伽axi・

明ou必'zii x P. trichocarpa (東京・浅川，玄-3， 1958, KT); P. alba x P. sieboldii, P. “ strathglas" (東

京・目黒， X-12, 1959, KT) 

記事:若枝および葉をおかし，ベスタロチヤ枝枯病および輪紋病(ベスタロチア葉枯病)をおこす。本

菌は伊藤叩がはじめて記載したもので， わが国以外ではまだ知られていなかったが， 最近 GAMBOGlと

VERONA'引はイタリアに本菌が存在し枝枯をおこしていることを報告した。

29. Septotis populiperda (MOESZ et SMARODS) WATERMAN et CASHー(Plate 4: F , G, Plate 

14: Fig. 4)-Myco1. 42: 377, 1950; 伊藤，森林防疫ニュース 7 : 180"""185, 1958; 千葉・小林;日林

誌 41 : 142"""144. 1959 

異名: Septogloeum pouliperdum JOHANNES, Phytop. Zeits. 17: 407, 1951 

資料: Section Leuce-Populus tremula x P. tremuloides (山形・釜淵，広一12， 1958. CO ・ KT); P. 

alba x P. tremula var. davidiana (山形・釜淵， X-1. 1959. CO ・ KT): P. alba x P. sieboldii, P. tre・

桝ula var. davidiana x P. canescens (山形・釜淵. X-1 , 1959, CO ・ KT; 東京・目黒， X-12, 1959 , 

KT); P. sieboldii, P.. tremula var. davidiana x P. sieboldii. P. sieboldii x P. canescens. (P. alba x P. 

sieboldit) x P. canescens (東京・目黒， X-12, 1959, KT); section Aなeiros-P. gelrica (東京・浅)11. 
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区一28， 1956, CO; 山形・釜淵， JXー12 ， 1958, X-1 , 1959, CO ・ KT); P. canadens.is (熊本・八代，

Uー， 1958; 山形・釜淵， JX-12 , 1958, CO ・ KT); P. carolina, P. “'jaco刑ettis (山形・釜淵， JX-12 , 

1958, CO ・ KT; 東京・目黒，玄-12， 1959, KT); P. euramericana LKー79 (山形・釜淵，区一12，

1958, CO ・ KT; 東京・浅川， X -3, 1958, KT) ; P. serotina, P. 何'fJenerata， P. robusta, P. eura例erica叩

1-455, P. euramerica仰 1-214， P. euramericana 1-154, P. euramericana LW-42, P. “ wettstein" , 

P. "leかzig"， P. “ eucalyþtus" (山形・釜淵， JX-12, 1958, CO ・ KT); P. 隅arilandica (山形・釜淵，

JX-12, 1958, X-1 , 1959, CO ・ KT) ; P. euramericana 1-45/51 (東京・浅川，玄-3， 1958, KT; 山

形・釜淵，玄-1， 1959, CO ・ KT; 東京・目黒， X-12, 1959, KT); P. deltoides var. 制的ouriensis ，

P. japo削・gigas， P. seroti叩f. erecta, P. bachelie7仏 P. euramericana 1ー172 (東京・浅川，玄-3，

1958, KT); P. grandis, (山形・釜決:1， X-1 , 1959, CO ・ KT); P. deltoides, P. 印ramericana 1-476 , 

P. euramericana C.B.D, P. euramericana F.S.350, P. euramericana LK-67,. P. deltoidesxP. cauｭ

dina, P. charkowiensis x P. incrassata, P." strathglas" (東京・目黒， Xー12， 1959, KT); section 

Aigeiros x Tacamahaca-P. charkowiensis x P. trichocaゆa (東京・浅川， JX-24, 1957, KT); P. nigra 

xP. 問。ximowiczii (東京・目黒， X-14, 1958，玄ー12， 1959, KT; 山形・釜淵， JX-12, 1958, CO ・

KT; 東京・浅川， X-3, 1958, KT); P. deltoidesxp. laurifolia (山形・釜淵， JX-12, 1958, CO ・

KT; 東京・目黒， X-12, 1959, KT); P. nigraxP. trichocar�a (東京・浅川， X -3, 1958, KT; 東

京， 目黒， X-12, 1959, KT); P. berolinensis (東京・浅川，玄ー3， 1958, KT); P. “γochester"， 

P. deltoides x P. trichocarþa, P. 例axi桝owicziixP. 問igra þlatielens, P. maximowiczii x P. berolinensis 

(東京・目黒，玄ー12， 1959, KT) ; section Taca隅ahaca-P. 削axi抑O叩iczii (1117彰・釜淵，広一12， 1958 , 

CO ・ KT; 東京・浅川， X-3, 1958, KT; 東京・目黒， X-14, 1958, X-12, 1959, KT); P. simoni 

(山形・釜淵， 区一12， 1958, CO ・ KT; 東京・目黒，玄ー12， 1959, KT); P. koreana (山形・釜淵，

JX-12, 1958, CO ・ KT); P. maximowiczii x P. trichocar�a (東京・浅川， X -3, 1958, KT; 東京・目

黒， X-12, 1959, KT); P. koreanaxp. trichocar�a (東京・目黒， X -12, 1959,KT) ; section Leucoides 

-P. lasiocar�a (東京・目黒， X-12, 1959, KT) 

記事:棄をおかしセプトチス葉枯病をおこす。 本菌は Seρtotinia þoþuliþeγda WAT. et CASH (3 頁参

照〕の不完全時代であるO 本菌ははじめ Latvia で発見され， 8φtogloeum þoþul争erda MOESZ et SMAｭ

RODS と命名されたが， WATERMAN と CASH がその培養上の菌核から完全時代を形成させ， その記載に

あたって， 同時に不完全時代を BUCHWALD の創設した Seþtotis 属に移したもの叩である。 そのご，

JOHANN防相はドイツでポプラの斑点性病害をおこす菌を新種として， Seþtogloeu刑 ρoþul争erdum JOHANNES 

と名づけた。最近セプトチス葉枯病について報告した欧州の研究者逮剣山山間S川4)は ， Se�totis �o�uli�erda 

と Seþtogloω桝 μρuliþerdum JOHANNES とが形態的に差異がみとめられないことを指摘しているC しか

し， JOHANNES が記載した Seρtogloe叫刑 þoþul伊erda の病徴と，これらの研究者の観察した Seþtotis þo・

ρul争erda の病徴があまりにも異なるため， ScHMIDLE叩叩や Van den ENDEl8l凶はSeþtogloeu隅 þoþuliþer-

du隅 JOHANNES を Seþtctis þoþuliþerda の異名とすることを保留した。 SCHMIDLE は丙菌の異同を論じたさ

い， JOHANNES の観察記載した病徴は，ひとつの原因からきたものではなかろうとのベ，その理由として，

彼が JOHANNES が新種記載のもととした材料を採集した苗畑を調査したととろ， JOHANNES の記載する病

徴そっくりの病葉を観察することができたが，その時の調査では Seþtogloeu加も Seþtotis も検出できな
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かったことをのべている。より最近， BUTIN" はこの両菌の病徴の差異に関して SCHMlDLE とおなじ結論

に達し， s，ゆtogloeu隅 populiPerdum JOHANNES を Septotis populiPerda の異名として取りあつかった。筆

者らも BUTIN の意見に賛成して Sφtogloeum populiPerdu削 JOHANNES を異名としてかかげた。

30. Epicoccum nigrum LINK sens. SCHOL-SCHWARZ-(Plate 5: G, Plate 13: Fig. 6)-Mag. 

Ges. Naturf. Fr. Berl. 7: 32, 1816; ScHOL.SCHWARZ. Trans. Brit. Myc. S∞. 42: 170""171. 1959 

異名:母icoccum eucalypti HENN., Hedw. 41: 311. 1902; SACCARDO, Syll. Fung. 18: 679. 1906 

分生子祷は葉病斑上に散生し， 褐色ないしかんらん(徹憐〕色， 半球形c 分生子梗は短く淡褐色，

5.5""7 x 2""3.5μ。分生胞子は球形ないし類球形，褐色ないし陪褐色，不規則縦横に隔膜を有し，表面に

細いとげまたはいぼを密生する，大きさ15.5""24x 14""21μ，短柄を有す。柄は無色で5.5""7 x 2""3.5μ。

資料: Popuz.ω 例。ximowicziix P. nig叩 platierensis， P. eu問mericana 1-154. P. eura畑町'icana 1-

262, P. euramericana 1-476, P. bachelierii, P. nigra x P. laurifolia, P. koreana x P. trichocarpa (北

海道・光珠内，玄-17， 1959，横山八郎〕

記事:本菌による病斑は灰褐色ないし褐色，不規則，周縁不鮮明。いままで 4 種の Epicoccum 属菌が

ポプラ上に知られていた。この 4 種の Epicoccum は筆者らの観察した菌とは異なるように思われた。すな

わち Epicoccum' majus ROSTR.聞はその分生胞子が本菌より t主るかに大きし E.purpurascens EHRENB.約制

と E. neglectum DESM.ω.5)は胞子表面のいぼが網状構造をしており ， E. diversisporum PREUSS" '5) は胞子

の大きさの記載が欠けている。 SACCARDO の菌譜によると，本菌はむしろユーカリ上に記載された E.

eucalypti HENN.刊にまったく一致する。ところが，最近 SCHOL-ScHWARZ'引は多数の Epicoccu隅属菌の

培養的，形態的比較をした結果にもとづいて，これらの Epicoccum 菌をただ 1 種に統合し，タイプ種 E.

nigrum LINK の異名とした。その異名のなかには上述の 5 種もすべてふくまれている。 SCHOL-SCHWARZ は

胞子表面のいぽの配列の差異については何ら言及せず，また種の幅がきわめて大きいものにされたなど，

若干の疑問の点もあるが，ここでは一応それにしたがって本菌の種名に Epicoccum nなru制 LINK sens. 

ScHOL-ScHW ARZ を適用する。

31. Cerco哩pora populina ELL. et EV.-(Plate 5 : F)-Jour. Myc. 3: 20. 1887; 伊藤・小林， 林

試研報 59 : 1""28. 1953 

資料: Populus alba, P. tremula var. davidiana. P. eura閉ericana F. S. 350 (東京・小石川. X-28 , 

1956, CO ・ KT); P. nigra x P. tric加carpa (東京・浅)11 ， IX-24. 1957. X-3, 1958,KT); P. 問。，

xi附owicziix P. berolinensis. P. maximowiczii. P. kO'/叩仰 x P. trichocarpa (東京・浅)11 ， X-3, 1958. 

KT); P. simonii (東京・浅川. X -3. 1958, KT; 東京・目黒， X-14, 1958. X-12 , 1959, KT); 

P. sieboldii. P. alba x P. sieboldii, P. sieboldii x P. canescens (東京・目黒， X-12 , 1959. KT) 

記事:本菌は 11⑪cosPhaerella togashiana K. lT� et KOBA Y ASHI の不完全時代であり，棄をおかし褐斑

病をおこす制。 section Leuce および section Tacamahaca に属するポプラにふつうにみられる。

32.αadosporium mortianoffianum THﾜM.-(Plate 14: Fig.2)-Pilzfi. Sibir. n. 474 et 653; 

SACCARDO, Syll. Fung. 4: 357""358, 1886 

子実層は病斑表面に密生し，煤状ないしビロード状を呈する。分生子梗は褐色，大きく，多数の隔膜を

有し，滑面，冥直あるいはいくらか電光形(ジグザグ形)， 大きさ 185""270 x 4. 5~6μ， 数本が束生す

る。分生胞子は楕円形ないし紡錘形，ふつう両端まるいが， 時に一端が尖る。 ふつう 2 胞だがまれに 3
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胞，褐色ないしオリープ褐色，大きさ 10"-'18 x 5"-'7μ，ふつう 14"-'17 x 5.5μ。

資料: Poþuh必 euramericana I~455 (岩手・厨川，現-1959，村井三郎〉

記事:ポプラ上にいままで記載された Cladosþoríu隅には C. 問削uloru問 DESM. 6゚l , C. astero隅a

FUCK.65l , C. brunneu隅 CDA.臼" C. 桝artianot声anu間 THÜM. 05l , C. eþiþhyllu伽 (PERS.) MART.叩および

C. lethiferu隅 PECK691 の 6 種がある。そのほかに， BISB刊および DEARNESS凶は Cladoψoriu例 subsessile

ELL. et BARTH. を POþulus trel仰loides 上に記録し，最近 BUTIN4lは Cladosþoriu制 heγbaru例 (PERS.)

LINK, C. subsessile ELL. et BARTH. , C. fasci叩latum CDA. および C. e�i�hyllum (PERS.) MART. の 4 種

をポプラ上に記録している。これらの Cladosþorium 属商のなかで C. 桝artîanoffianum THÜM. の記載が

本曹にまったく一致した。この菌はわが国では未記録の菌である。

33. Altemaria tenuis NEES-(Plate 14: Fig. 3)-Syst. p. 72; SACCARDO, Syl1. Fung. 4: 545"-' 

546, 1886 

子実層は病斑表面に密生し媒状を呈する。分生子梗は剛直，褐色ないし暗褐色，束生し，多数の隔膜を

有す。大きさ 47~95 x 3.5~4.5μ。 分生胞子は洋梨形ないしフラスコ形，数個が鎖生し，縦横に多数の

隔膜を有す。緑褐色ないしオリープ褐色，滑面， 29~58xll.5~17.5μ，ふつう 41""'47 x 14"-'16 "0 
資料 :P. 刑axi問。wicziix P. nigra Þlatierens, P. deltoides x P. trichocar�a (東京・小石川， X --28 , 

1956. CO ・ KT); P. bachelie1仏 P. 担igra x P. deltoid鑚 var. 刑判ilife・ ra (東京・浅川，広一24， 1957, 

KT); P. “ sfrathglas" (山形・釜淵， IXー12， 1958, CO ・ KT; 北海道・光珠内，玄 3, 1958，横山八

郎): P. simonii (東京・浅川， X ~3，. 1958.. KT; 北海道・光珠内， X-3. 1958 ，横山); P. eura例ericana

I~455 (東京・田無， X -17, 1958, CO ・ KT); P. 隅arilandica， P. gelrica, P. grandis (北海道・光珠

内，玄-3， 1958，横山〉

記事:ポプラあるいは他のヤナギ科植物上に記載された Alternaria はないが， B郎NCKLE剖は 1918 年

に PO抑lus deltoides 上に Alternaria tenuis NEES を記録している。 Alternaria 属のタイプ種である A.

tenuis NEES は，草本類，木本性植物に多くの寄主を有する種であり，筆者らのえた菌の形態はAlte問:aria

tenuis NEES のそれにほぼ一致するので，その種名にあてる。
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図版説明

Plate 1 

TaPhrina Po.抑lina FR. 

A: 葉表凸面病斑，カナダポプラ x 1.2 

B: 葉裏凹面病斑，カナダポプラ x1.2 

C: 葉裏表面に裸生する子嚢 x180 

Myxo妙。γium rimosum F AUTR. 

D: 分生胞子粘塊を生じているモエリフェラヤマナラシの擢病校 x1 ・ 2

E: 分生子堆の一部 x180 

Glomerella cingulata (STONEM・) SPAULD. et SCHR・

F: 平吉 2 号 (Po.仰lus alba x P. sieboldii) の被害枝 x1 ・ 2

G: 剛毛のない子嚢殻 x150 

H: 剛毛を有する子嚢殻 x310 

Plate 2 

Guignardia sp. および Macrophoma sp. 

-17 ー

A: 子襲殻 (Guig叩rdia sp.) および柄子穀 (Macrophoma sp.) の混生する被害枝，巨大ポプラ
x2 

B: 子嚢殻 (Guignardia sp.) x 90 

C: 子嚢殻 (Guignardia s�.) (左〉および柄子穀 (MaC'fψhoma sp.) (右) x 90 

D: 柄子殻 (Macrophoma sp.) x 150 

Sphaeruli向。 populi KOBA Y ASHI et CHIBA 

E: 擢病葉，平吉 2 号種 (Po.抑lus a伽 xP. siebold#) x 1 

F: 子嚢殻(ヨードヨードカリで染色) x 180 

Plate 3 

Di，ゅorthe 隅ed叫saea NIT. 

A: 被害校上に突出した子嚢穀頚(自然生) x 1.2 

B: 向上 〈湿室処理) x1.2 

C: 子嚢殻 x90 

Phomopsis sp. 

D: 被害枝上に形成された柄子穀群，巨大ポプラ x1 

E: 柄子穀， A-およびB-胞子を有す x150 

Nectria 制antωna SACC. 

F: 子嚢殻子座を散生する被害枝 x1.5 

G: 子嚢殻子座の一部 x 150 

Plate 4 

Septotinia popul俳rda WATERM・ et CASH 
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A: 擢病落葉上の菌核から発生した子嚢盤 x1 

B: 同上，子嚢盤および菌核 x 1.2 

C : Septotis pop叫liperda の培養上につくられた菌核から発生した子嚢盤 x1.5 

D: 同上，子嚢盤および菌核 x 1.5 

E: 試験管培養上に発生した子嚢盤 x1 

Septotis popul争erda (MOESZ 巴t SMARODS) WAT. et CASH 

F: 擢病葉， Populus gelrica x 1 

G: 分生子祷 x 180 

Plate 5 

Mela隅psora lariciタopulina KLEB. 

A: 夏胞子堆を密生する擢病葉， PO戸山s charkowtensis x P. caudi附 x1 

B: 冬胞子堆を密生する擢病葉， Populus angulata x P. incrassata x 1.2 

C: 冬胞子堆 x 180 

Marssonina brunnea (ELL. 巴t Ev.) MAGN. 

D: 被害若枝，巨大ポプラ x1 

E: 被害葉，巨大ポプラ x1 

Cercospora populina ELL. et Ev. 

F: 被害葉， Populus nigra x P. trichocarpa x 1 

Epicocc柳時伊酬 LINK

G: 被害葉，黒点は分生子祷 x3 

Plate 6 

Phyllosticta populor叫m SACC. et ROUM 

A: 被害葉， POがûus alba x P. si饕�dii x 1. 2 

B: 柄子殻 x 180 

Phyllosticta alcides SACC. 

C::被害葉， Populus seroti仰 x1 

Phyllosticta longisporum KOBA Y ASHI et CHlBA 

D: 柄子殻 x 180 

Leptoゆ'haeria decaisneana (CRIE) SACC. 

E: 子彊殻 x150 

Ascochyta vitell�ae PASS 

F: 柄子殻 x310 

Plate 7 

Pho明ゆsis 例acrospora KOBAYASHI et CHlBA 

A: 被害枝，アメリカクロヤマナラシ x 1.2 

B: 湿室処理で生じた胞子角 x 1.7 

C: 柄子穀 x90 
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D: A-胞子および B-胞子 x400 

Diplodina populi ELL. et Ev. 

E: .被害校 POμûus 側ramericana 1-455 x 1.2 

F: 柄子殻 x310 

Plate 8 

Cytoψora chrysoゆerma (PERS.) FR. 

A: 被害幹樹皮および胞子角， ドロ x 1.2 

B: 柄子穀子座 x90 

。toゆora nivea (HOFFM.) SACC. 

C: 白色孔口部を密生する枯死校 x1 

D: 柄子殻子座および conceptacIe x 50 

Cytospora sp. 

E: 柄子殻子座を有する枯死枝. P，ゆûω sieboldiix P. canescens x 1.2 

F: 柄子数 x 150 

Plate 9 

Sphaceloma populi (SACC.) JENKINS 

A: 白斑型病斑 x1.2 

B: 黒褐斑型病斑 x 1.2 

Colletotrichu例 sp.

C: 被害業. Populus sieboldii x P. davidiana x 1 

D: 分生子堆 x 180 

Pestalotia Po.ρuli-nigrae SA W ADA et lT� 

E: 被害葉，黒色輪紋は分生子堆 x1 

F: 分生子堆 x90 

Plate 10 

Fig. 1: Taphrina populina FR. 

a: 子諜および blastospore b: 子嚢の一部拡大 c : blastospores 

Fig. 2: Glo隅erella cingulata (STONEM.) SPAULD. et SCHR. 

-19 ー

a: 剛毛を有する子嚢殻孔口部殻壁の一部 b: 子嚢および子嚢胞子 c :子嚢胞子 d: 子嚢胞

子の発芽

Fig_ 3: Guignardia sp. 

a: 子嚢および子嚢胞子 b: 子嚢胞子 C: 子嚢胞子の発芽

Fig. 4: LψtosPhaeria decaisneana (CRIE) SACC. 

a: 子嚢および子嚢胞子 b: 子嚢胞子

Fig. 5: Nectγia mantuana SACC. 

a: 子嚢および子襲胞子 b: 子嚢胞子

Plate 11 
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Fig. 1: S�haerulina �o�uli KOBAYASHI et CmBA 

a: 子嚢および子嚢胞子 b: 子嚢胞子 C :子糞胞子の発芽

Fig. 2: Diaþorthe 例edusaea NIT. 

a: 子嚢および子嚢胞子 b: 子褒胞子 C :子嚢胞子の発芽

Fig. 3: Septotinia �o�uliperda WATERM. et CASH 

a: 子嚢，子嚢胞子および側糸 b: 同鉱大 C: 子嚢胞子 d: 子嚢胞子の発芽

Fig. 4: Phyllosticta longi.ゆ抑-um KOBAYASHI et CmBA 

a: 柄子穀の一部 b: 柄胞子

Fig. 5: Phyllosticta alcides SACC. 

a: 柄胞子 b: 柄胞子の発芽

Fig. 6: Phyllost兤ta populoru例 SACC. et ROUM. 

a: 柄胞子 b: 柄胞子の発芽

Plate 12 

Fig. 1: Maα'oþhoma sp. 

a: 柄子殻の一部 b: 柄胞子 C :柄胞子の発芽

Fig. 2: Ascochyta vitellinae PASS. 

a: 柄子殻の一部 b: 柄胞子

Fig. 3: Phomopsis sp. 

a: 柄子殻の一部 b : A-胞子 C : A-胞子の発芽 d:B 胞子

Fig. 4: Phomopsis 間acro.ψora KOBAYASHI et CHIBA 

a: A-胞子 b: B-胞子

Fig. 5: Cyto.ゆora chrysosþeγma (PARS.) FR. 

a: 柄子殻寓の一部 b: 柄胞子 C :柄胞子の発芽

Fig. 6: Cytoψora nivea (HOFFM.) SACC. 

a: 柄子殻寓の一部 b: 柄胞子 C :柄胞子の発芽

Fig. 7: Cyto~ρora sp. 

a: 柄子殻寓の一部 b: 柄胞子 C :柄胞子の発芽

Plate 13 

Fig. 1: Myxosporium rimosu隅 FAUTR.

a: 分生子准の一部 b: 分生胞子

Fig. 2: Colletotrichu隅 sp.

a: 分生子堆 b :分生胞子 c :分生胞子の発芽

Fig. 3: Marssonina brunnea (ELL. et Ev.) MAGN. 

a: 分生子堆の一部 b: 分生胞子 C: 分生胞子の発芽

Fig. 4: Sphacelo刑a populi (SACC.) JENKINS 

a: 分生子堆の一部 b: 分生胞子

Fig. 5: Dothiorella populnea THﾛM. 
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a: 柄子殻寓の一部 b: 柄抱子

Fig. 6: Epicoccum nigru慨 LINK

a: 分生子祷の一部 b: 分生胞子

Plate 14 

Fig. 1: Pestalotia Po.がûi-nigrae SAWADA et IT。

a: 分生子堆の一部 b: 分生胞子 c: 分生胞子の発芽

Fig. 2: Cladosporiu隅隅artianoffianum THﾜM. 

a: 分生子梗および分生胞子 b: 分生胞子

Fig. 3: Alternaγia tenuis NEES 

a: 分生子梗 b: 分生胞子

Fig. 4: Septotis po.抑l争erda (MOESZ et SMARODS) WATERM. et CASH 

a: 分生子祷の一部 b: 2 裂した分生胞子の発芽

Fung-i Inhabiting-Poplars in Japan 1 

Takao KOBAYASHI'" and Osamu CHlBA,2l 

←ー 21 一一

Mat疋rials were co!lected chiefiy at four nurseries in Tokyo and one in Yamagata preｭ

fecture; namely Meguro and Asakawa nursery of the Government Forest Experiment -Station, 

Koishikawa and Tanashi nursery of Tokyo University, and Kamabuchi nursery of Yamagata 
Sub-branch of the Government Forest Experiment Station. A加也t one hundred and f�ty 

c10nes of poplars were surveyed in growing and dormant seasons. Specific names of the 

poplars are those following INoKuMA29l80l and, HAMAYA and INOKUMA161 • Some of the results 

obtained were preliminarily reported6-9l. 

Fung-i hitherto reported in Japan 

Chiefly for rather minor importance of the poplars in our forest, only about twenty fungi 
have been recorded on them in our country, while about a thousand species of fungi inhabiting 

thelll. have hitherto been described in various parts of the world. 

A fruit pocket fungus, Taphrina jo加ns仰が SADEB., was first reported by IKENo'" on Populus 
sieboldii and then recorded thre巴 times59l 6ll 80l • Apio.ψorium salicinum (PERS.) KZE. caus氾s a 

sooty mold of Popul-百S sp.m and Uncinula salicis (DC.) WINT. causes a powdery mildew of 

P. sieboldii and P. 伽aximowiczii'日間間 . 11今cosphaerella togashia時a K. h� et KOB. inhabits the 

overwintered leaves of poplars86l. Its conidial stage G町cospora， which is very similar to C. 

populina ELL. 巴t Ev. , causes a leaf spot of P. si例仰i， P. alba, P. maximowiczii, P. nigra and 

P. deltoides var. 例onilifera during the growing season86に This Cercospora leaf spot was also 

reported by HARA'8l in Shizuoka prefecture. Three fungi associated with a serious canker, 

(1) (2) Laboratory of Forest Pathology, Forest Protection Division, Government Forest Exｭ
periment Station, Meguro, Tokyo, Japan. 
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in which Cenangium sp., Tuberculis sp. and Pho隅opsis sp. are included, were preliminarily 

reported by K. lT� and CHIBA35l • 

Armillariella 隅ellea (FR.) KARST. causes a root rot of P. sieboldii and P. 担igra'". P. nigra 

and P. maximowiczii were listed as the host plants of Helicobasidiun包問。拙pa TANAKA, a violet 

root rot fungus, by K. lTﾕ'". 
Five species of Mela隅~psora have been recorded in Japan. Of them, M. lariciψopuli即

KLEB. and M. mag仰siana W AGN. are widely distributed in Japan. The former species was 

collected on P. maxi問。wiczii and P. nigγ'a19l2 1) 58) 81) S引 Recently， several workers recorded 

many species and hybrids of poplars as the host of it'0l87l44l叫 The latter species was 

recorded on P. sieboldii and P. jezoensis制ド'"叩閉山 M. laricis HART. on P. sieboldii was 

report疋d from Hokkaidô'引 and the T�oku District州 . M. medusae THﾜM. on P. maximowiczii23l 

and M. abietis-populi IMAI on P. nigra var. italica'8l刷 have been reported only from Hokkaid�. 

NIIJIMA'81 noted that C:γ'yptosporiu例 populi BON. caused a canker disease of P. sieboldii, P. 
deltoides var. monilifera and P. nigra in Japan. An occurrence of Cytospora chrysosper刑G

(PERS.) FR. in Japan was first recorded by TOGASHI"'. Thereafter KAMEI43l stated that it was 

widely distribut疋d in Hokkaid� and collected on P. alba, P. deltoides var. monilifera, P. maｭ
ximowiczii and P. nigra var. italica. Pestalotia populi-nigrae SAWADA et K. lT� was described 

by K. lTô叩 with some pathological studies. It causes a shoot blight on several poplars, 
such as P. nigra, P. ηigra var. italica and P. deltoides var. monilifera32lS2l. on P. sieboldii, 
Gloeosporiu刑 t陀隅ulae (LIB.) PASS. and Trochila 戸opulinum DESM. were listed by NIIJIMA58l and 

KITAJIMA'" , respectively, without any notes. 

Fung-i colIected in this survey 

During th� last four years about thirty fungi were collected by the writers. Some of 

them are additional species to the Japanese fungous flora. Although some others have not 

yet been identified, their mycological features wil1 be described with some survey notes. 

Ascomycetes 

1. Taphrina populina FR.一(Plate1: A......C, Plate 10: Fig. 1)ー-Syst. Myc. 3: 520; 

MIX, Univ. Kansas Sci. Bull. 33: 37, 1949; CHlBA & KOBAYASHI , Jour. Jap. For. Soc. 41: 188 

......189, 1959 

Asci arising from epidermal cells in which the stalk cell of asci are immersed, matured 
asci 69......87 x 21......24μin size, constricted at their base, stalk cells 10......20 x 15......20μ; asci 

usually containing many blastospores hyaline, unicellular, globular to elliptic, 3......4.5 x 2.5 ...... 

3μ. 

Hosts: On living leaves of P. nigra, P. deltoides var. 抑onilifera and P. canadensis. 

Notes: In the wor1d, four species of the genus TaPhrina have been recorded on poplars'6l. 

Two of them, T. rhizop加問 JOHANS. and T. jo加担sonii SADEB. , attack carpels and cause the 

fruit pocket. The other two, T. populina FR. and T. populi-salicis MIX, cause the yellow leaf 

blister or the golden-yellow concave-convex spot of leaves. In Japan, T. johansonii parasitic 

on fruits of P. sieboldii is well known"'S9'6ll 叫， but the present species has not be巴n recorded. 

2. Glomerella cingulatα(STONEM.) SPAULD. et SCHR.一(Plate1: F ...... H , Plate 10: 

キ By HAMAYA and INoKuMA'6l it is includ巴d in the range of variation of Popul叫s tre抑制la var. 

davidiana. 
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Fig.2)-Science, n. S., 17: 750, 1903; CHlBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 41: 189"'190, 

1959 

Syn.: Guignardia sp. , CHIBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 39: 78, 1957 

Perithecia erumpent, black, globular to subglobular, ostiolate, 145"'165 x 130"'150μ， periｭ

thecial walls membranaceous, 12.5"'181" in thickness, consisting of brown to dark cells, 
brown typical setae formed or not around ostioles; asci clavate to oblong-fusoid, tapering 

toward the base, 45"'55 x 9，.....10μ; ascospores hyaline, unicellular, el1iptic to fusoid, inaequilaｭ

teral, 12.5"'15.5 x 4"'5μ. 

Hosts: On living shoots of P. alba x P. sieboldii, P. tγ仰叫la var. davidiana x P. canescens 

and P. sieboldii x P. canescens. 

Notes: This fungus is the perfect stage of 11今xosporium rimosum F AUTR. (see page 31). 

In the preliminary note引 the writers gave this fungus as Guignardia sp. However, in the 

course of further examination, there have been frequently found typical setae around the 

osti�es of perithecia. So, the fungus was transferred to the genus Glomerella and identified 

as G. cingulata. 

3. Gu匂nardia sp.-(Plate 2: A",C, Plate 10: Fig. 3) 
Perithecia erumpent, black, globular to subglobular, 225"'275 x 215"'265μ， with membraｭ

naceous walls of 15，.....30μthick; asci c1avate, to oblong-c1avate, tapering toward the base, 

75"'100 x 14.5"'18.5μ; ascospores hyaline, unicellular, el1iptic to fusoid, granular, 22.5"'28.5 
x7.5，.....9μ. 

Hosts: On the bark of P. japo即-gigas， P. deltoides var. monilifera and P. nigra. 

Notes: This fungus causes a dieback or canker and may be the perfect stage of a Macroｭ

Phoma which occurs frequent1y on the same lesions (see Maoψhoma， page 27). Two species 

of the genus Guignardia on Populus, viz. G. (Laestadia) niesslii KZE.62l and G. populi THOMPｭ

SONSS> , and one species on Salix, G. carpinea (FR.) SACC. var. salicina SACC." , have been 

descri1;>ed hitherto. Of them, the first and third species apparent1y differ from the present 

fungus by their smaller asci and ascospores. Morphologically G. populi quit疋 resembles the 

writers' fungus except its smaller perithecia. According to THOMPSONssl , the imperfect stage 

of G. populi is Septogloeum rhopaloideum DEARN. et BISBY, but that of the writers' fungus is 

probably Macrophoma. Hence, the writers retain its identification at present. 

4. Sphαerulina populi KOBAYASHI et CHIBA sp. nov.-(Plate 2: E"'F, Plate 11: Fig.1) 

Maculis epiphyl1is utrinque visibi1ibus, rotundatis v. irregularibus, albus v. griseobrunneis, 

margine・brunneis; peritheciis epiphyl1is, quandoque amphigenis, sparsis, immersis, epidermice 

tectis, nigris, globulosis v. globoso-depressis, membranaceis, ostiolatis, 110"'135 x 120"'150μ; 

poro rotundati papi1iformi apertis; ascis hyalinis, c1avatis, 50"""60 x 10"'11ん aparaphysatis，

8四spotidis; ascosporidiis irregulariter bi・ v. pluristichis, hyalinis, fusoideis v.-oblongo・fusoideis，

utrinque acutiusculis, 4"""6・septatis， 25"'30 x 3.5"'5μ. 

Hab. On living leaves of Po.抑lus serotina f. erecta, Asakawa, Tokyo，四一12， 1957, by T. 
KOBAYASHI. Type specimen in Herb. Gov. For. Exp. Sta., Tokyo. 

Notes: There are not found any 勾haerulina which attacks poplars so far as the writers 

are aware. S. salicina SYD.76l which was described from Salix, differs distinctly from the 

writ巴ぱ fungus by the size of asci and ascospores which are 110"'140 x 9"""10μ and 15"""18 

x 5.5"'7.5μ， respectively, and by the number of septum of ascospores which are usually 3. 

5. Lepto喧phael匂 decais..eana (CRIE) SACC.ー(Plate 6: E, Plate 10: Fig. 4)-Syll. 
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Fung. 2: 50, 1883 
Perithecia epiphyllous, scattered, black, globular to subglobular, 80~95 x 100~110μ; asci 

c1avate to oblong-fusoid, hyaline, 44~49x7.5~8.5μ， 8・spored， irregularly biseriated; ascoｭ

spores greenish brown to brown, oblong-elliptic to oblong-fusoid, 2 (rare) ・3・septated， somewhat 

constricted at septa, 15.5~19.5 x 3. 9~4.2μ. 

Host: On living leaves of P. si例onii.

Notes: The spots are epiphyllous, round to irregular, white to grayish brown. From 

poplars 五ve species of the genus Leptoゆhaeria， namely L. salicinearum (PERS.) SACC. 63' , L. 

aegira SACC. et SPEG.回J ， L. decaisn沼ana (CRIE) SACC. 6 3J , L. alcides SACC.6 " , and L. livida Vo・

GLINO附， have .been described hitherto. Among them, L. alcides and L. livida are distinguished 
from the present fungus by their larger ascospores and the number of septum of ascospores. 

L. aegira which have 3・septated spores also differs by its larger ascospores. In L. salicinearum, 
a description about the size of asci and ascospores is lacking. The writers' fungus quite 

agrees with the description of L. decaisneana (CRIE) SACC. 

6. Diαiporthe medusaea NIT.一(Plate 3: A-C, Plate 11:, Fig. 2)-Pyr. Germ. 耳51 ，

1867; WEHMEYER, Univ. Michig. Studies, Sci. Ser. 9: 101, 1933; CHIBA & KOBAYASHI, Jour. 

Jap. For. Soc. 41: 246~248， 1959 

Syn.: Diaporthe italica (SACC.) TRAV., SACCARDO, Syll. Fung. 17: 671, 1905 
Perithecia immers氾d in the bark, loosely grouping 1 to several, 390~600μin diam., with 

black long necks which penetrate the bark and protrude 1~5mm from the surface of the 

bark; necks densely grouped together and surrounded by the stromatic structures of the 

fungous mycelia containing the fragments of bark tissue, around perithecia loose net of the 

hyphae being usually found, at the margin of these structural 紅白 around both perithecia 

and necks black dorzal zone'2l being commonly recognized; asci cylindric to c1avate, 46~51 

x6.3-7 .u, having two refractive rings or apical rings at their tip; ascospores hyaline, 
fusoid to elliptic, 2-celled, rarely constricted at maturity, 12~14 x 3~3.5μ. 

Host唖: On the bark of P. japono-gigas and P. deltoides, causing a dieback or canker. 

Notes: This fungus 罇 the perfect stage of a Phomopsis (see page 29). Genetic relation 

between them wi11 be proved satisfactori1y .in later paper. As the species of the genus 

Diaporthe inhabiting poplars, D. furfuracea (FR.) SACC. 6 2l , D. forabilis NIT. 6 2l , D. putator 

N IT. 62>, D. pulchella SACC. et BR. 6日目、 . D. populea SACC.6 " , D. cupulata BERL. et DESTR止E71l ， D. 

italica (SACC.) TRAV."J , D. si削iþlicior FELTG.18J and D. recedens SACC!剖 have been found in 

SACCARDO'S Sylloge Fungorum. Among them D. forabilis , D. putator and D. simplicior were 

placed into the synonym of D. eres NIT. by WEHMEYER9". Recently, BUTIN4J noted this fungus 

on poplars after WEHMEYER'S sense. D. recedens, D. pulchella, D. populea and D. cupulata 

wer巴 transferred to the genus. Cry�todiaporthe by WEHMEYER附 and BUTlN日. According to 

WEHMEYER9ペ D. furfuracea would be exc1uded from Diaporthe by its furfuraceous disk and 

uniseriated ascospores. He stated it seems to belong to the genus Melanconis. The present 

fungus is quite accordant with D. medusaea NIT. and also D. ifalica, though its original 

d巴scription is very brief. Abo� D. italica, WEHMEYER said that “ judging from the original 

description it is probably D. 隅edusaea on Populus". The writers' fungus completely agrees 

w�h D. 例edusaea amended by WEHMEYER ih mahy' aspects. The writers, therefore, followed 

him, adopting the name D. medusaea NIT. sens. WEHM・

7. NectJ旬 mantuana SACC.一(Plate 3: F-G, Plate 10: Fig. 5)~Mich. 1. 52; Syll. 

Fung. 2: 505, 1883 
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Perithecia gregariously formed on the basal stroma, which break through the bark epiｭ

derms, orange to red, globular, 250-300 x 165-265μ; asci c1avate or cylindric, 56-62 x 6.3 

-7μ; ascospores irregularly uni-or biseriate, hyaline, e11iptic to fusoid , 1・septate， somewhat 

constricted when mature, 10-12.5 x 3-4μ. 

Hosts: On dead scions of P. maximowiczii and P. canescens. 

Note自: From poplars six species of Nectria have been recorded as follows: N. coryli 

FUCK...' , N. peziza (TODE) FR.仙 ， N. mantua即 SACC.叩 ， N. aurantium (WALLR.) KICKX.叩 ， N. 

su砂hurata ELL. et Ev.附 and N. galligena BRES'川. Except N. mantl刷a， the other five s戸cies

di任'er much from this fungus by the size of ascospores. 

8. Septotinia populiperda WATERMAN et CASH-(Plate 4: A-E, Plate 11: Fig. 3)ｭ

Myco1. 42: 380, 1950; CHIBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. おc. 41: 142-144, 1959 
During late March to Apri1 one to several apothecia develop from a single sc1erotium 

produced on the fallen leaves attacked by the fungus. Apothecia stalked 1-20mm, tube-like 

at first, then bowl-to disk-shaped at maturity, Light ochraceous bu任 to pinkish buff colored，ネ

1-5隅m in diameter; asci arranged at the upper portion of the apothecia together with 

paraphysis and hyaline, cylindric with thickened wall at their tip, 110-125 x 7.5-8.5μ; 

ascospores hyaline, uniseriate, unicellular, elliptic to ovoid, 11-14 x 5-6μ; paraphysis filiform, 

thickened at their tip, hyaline, 112-130μin length. 

Hosts: On the fallen overwintered leaves of P. marilandica and P. "leipzig'七

Note目: This fungus is the perfect stage of Septotis POj仰l争erda (MOESZ et SMARODS) WAT. 

et CASH. W ATERMAN and CASH91l described this fungus based on an apothecial stag� which 

developed from sc1erotia on culture medium isolated from conidia. Apothecial stage was 

also observed by Van den ENDE山 in Holland. The writers obtained them not only from 

sc1erotia formed on culture medium isolated from conidia but also from sc1erotia formed on 

fallen diseased leaves. The genus Septotinia was established by WHETZEL'.' who studied the 

fungus on PodoPhyllum having the same imperfect stage as that on poplars. He segregated 

it from the genus Sclerotinia based on the imperfect stage distinguishable from others hitherto 

known genera. Van den ENDE'.' mentioned that no morphological difference was found 

between both Septotinia on Podophyllum and Pop官lus， but comparative studies on them have 

not been made up to the present time. 

Basidiomycetes 

9. Helicobasidium mompa TANAKA, Jour. Col1. Sci. Tokyo Imp. Univ. 4: 193, 1891; 
K. lTõ, Bull. Gov. For. Exp. Sta. 43: 31-35, 1949; S. lTõ , Myc. Flora Jap. 2 (4): 3, 1955 

Hosts: On P. 畑axi隅owiczii， P. nigra x P. maximowiczii and P. sieboldii. 

Notes: This fungus is one of the most important polyxenic fungi in Japan'l) and seems 

frequent1y to be responsible for the death of poplars in young plantations and sometimes in 

nursenes. 

10. Armillariella mellea (FR.) KARST., Krit. Oefv. Fin1. Basidsv., p. 46, 1889; SINｭ

GER, Agaric., p. 216, 1949; S. lTõ , Myc. Flora Jap. 2 (5): 129, 1959 

Syn.: A門時illaria mellea (VAHL) Qu企L.

Host: on P. deltoides var. monilifera. 

* RIDGWAY, R. (1912): Color standard and nomenc1ature. 
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Notes: According to KITAJIMASヘ P. nigra planted for ornament in Tokyo were severely 

attacked by this fungus. 

11. Melampsora larici-populina 区LEB.ー(Plate 5: A.......,C)-Zeits. Pfi. kr. 12: 43. 1902; 

S. lTﾔ. Myc. Flora Jap. 2 (2): 116.......,117. 1938 

Hosts: On living leaves of Populus of section Aなeiros-P. nigra. P. deltoides. P. deltoid，凶

var. 間onilifera. P. deltoides var. 例issouriensis. P. wislizenii. P. 世ernirub仰s. P. japono圃.gigas. P. 

caroli叩. P. deltoides x P. caudina. P. charkowiensis x P. caudina, P. nigra x P. deltoides var. 

刑onilifeγ'era. P. deltoides var. 問。四iliferax P. caudina. P. deltoides virginiana x P. caudina. P. 

eura刑ericana 1-154. 1-214. 1-455. 1-262. 1-476. 1-45/51. 1ー77/51. 1-72/51. 1ーC.B.D..

LKー79. LK-83. LK一一67. LW-30. P. ro仰sta. P. gelrica. P. marilandica. P. seroti加. P. 

seroti即 f. erecta. P. bachelierii, P. grandis, P. regenerata. P. “ leipzig". P. “ eckhof". P. 

“ eucalyptus", P. “ jacomettis"; section Aigeiros x Tacamahaca-P. nigra x P. 問aximowiczii. P. 

nigra x P. trichocaγ'jJa. P. charkowiensis x P. trichocarpa. P. nigra x P. laurifolia. P. deltoides 

x P. trichocarpa. P. “ strathglas". P. “rocheste〆" P. berolinensis. P. 例aximowicziix P. nigra 

platierens. P. maximowiczii x P. berolinensis; section Tacamahaca-P. 桝axi隅O叩iczii. P. si間onii.

P. korea向。. P. maximowiczii x P. trichocarpa. P. koreana x P. trichocaゆa; section Leucoides-P. 

lasiocarpa. 

Notes: In Japan the distribution and heteroaecism of this fungus has been reported by 

MATSUMOTOS81 , TOGASHI'剖. HIRATSUKA叩-'U and SAWADA'u , and. recently several workers 10l8口 H' 叫

made studies on the susceptibility to the rust of poplars. both introduced and indigenous. 

This fungus was collected on Populus spp. of the section Aigeiros. Tacamahaca and Leucoides. 

but never from the section Leuce. Wide differences in rust susceptibility were found , 

however. among the species of the section Aigeiros and Tacamahaca. 

Fungi Imperfecti 

12. Phyllosticta populorum SACC. et ROUM.一(Plate 6: A .......,B. Plate 11: Fig. 6)-Syl1. 

Fung. 3: 23.......,24. 1884; CHIBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 39: 77 .......,78. 1957 

pycnidia scattered on the spots. immersed at first and then erumpent. globular to sub. 

globular. 85.......,115 x 100""""125μ. with dark brown to black membranaceous walls which are 6"""" 

9μin thickness; conidiophores hyaline. simple 2.......,3.5 x 2μ; pycnospores hyaline. unicellular, 
el1iptic to oblong.el1iptic. 6.5.......,8.5 x 2 .......，2.5μ. 

Hosts: On living leaves of Popul:ωof section Leuce-P. alba x P. sieboldii. P. alba x P. 

tremula var. davidiana; 記ction Leuce x Aigeiros-P. sieboldii x P. deltoides var. 問onilifera; sec・

tion Aigeiros-P. nigra. P. deltoides. P. deltoides var. monilifera. P. deltoides var. missouriensis, 
P. wislizenii. P. grandis, P. japono-gigas, P. canadensis, P. carolina, P. deltoides x P. caudina, 

P. nigra x P. deltoides var. monilifera, P. euramericana 1-154. 1-172. 1-214. 1-476, 1-455. 

1-45/51. LK-67, LK-79. LK-83, LW-30, LW-42. P. γ'obusta， P. gelrica, P. seroti即， P. 

seroti向。 f. erecta, P. regenerata, P. 帥arilandica， P. bacheliel仏 P. "eucalyptus' , P. "wettstein", 

P. ‘ 'jaco刑ettis". P. "eckhof"; section Aigeiros x Tacamahaca-P. berolinensis, P. nigra x P. 

問。'xi問owiczii; section Tacamahaca-P. 問。ximowiczii， P. 刑aximowicziix P. trichocarpa, P. koreana 
xP. tγichocarpa. 

Notes: This fungus causes a Phyllosticta ring spot. not causing severe damage. Spots 

are brown. little at first, then enlarge concentrically and turn grayish brown, usually 30"""" 

50抑制 in diameter. Numerous pycnidia produced concentrically on the spots. They are 

amphigenous on the poplars belonging to the section Leuce and Aigeiros on which the fungus 
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is most frequent1y found , and epiphyllous on those of section Tacamahaca. On poplars eleven 

Phyllosticta have hitherto been described; i. e. P. populea SA∞ .4)， P. populi叩 SACC. 64) , P. 
populm官制 SACC. et ROUM. 64 ) , P. alcides SACC..4>, P. osteo砂町a SA∞.64)， P. bacteriiformis (PASS.) 

SACC. 64l , P. 問。culans ELL. et Ev.'O) , P. alcides f. americana SACC. et SACC}O) , P. prominens 

OUD.円 P. b砂'unnea DEARN. et BARTH.")77) and P. adjuncta BUB. et SEREB.77l. Recent1y, BUTIN" 

reported four species of Phyllosticta on poplars with some observations in Germany, namely 

P.þμb均oψp仰ul，耐町u隅肌， P. 0ωsteωosψ:po町r叩aι， P. ρμoμ抑4必li1叩Zωa and P.lρ!l~ψIþul払iι.ni，忽伊gl悦 ALLES鉛cαH.喝キ In Asia, MIYAKE'" and 

MIURA'4l recorded P. populea in North China and in Manchuria, respectively. The present 

fungus apparently di任'ers from P. populea by its larger pycnospores and symptom of the spots. 

13. Phyllostictα alcides SAcc.-(Plate 6: C, Plate 11: Fig. 5)-Syll. Fung. 3: 24, 1884; 

CHIBA & KOBAYASHl, Jour. Jap. For. Soc. 41: 188, 1959 

Pycnidia spars巴ly scattered on the spots, black, globular to subglobular, 85-105 x 90-

120μ; conidiophores simple, very short, hyaline; pycnospores elIiptic, unicellular, hyaline, 

4-5.5 x 2-2.5μ. 

Hosts: On living leaves of Populus of section Leuce-P. alba, P. t問削ula var. davidiana x 

P. canescens; section Leuce x Aigeiros-P. tre例ula var. davidiana x P. deltoides var. monilifera; 

section Aigeiros-P. nigra, P. deltoides var. m側ilifera， P. wislizenii, P. deltoides x P. caudina, 

P. canadensis, P. marilandica, P. serotina, P. gelrica, P. regenerata, P. euramericana LK-79, 
P. cha伐owiensis x P. caudina, P. nigra x P. deltoides var. monilifera; section Aigeiros x Taca附a・

haca-P. nigra x P. trichocarpa, P. maxi隅owiczii x P. berolinensis, P. nigra x P. maxi例。ωiczii;

section Tacamahaca-P. maxi例owiczii， P. si隅onii.

Notes: This fungus causes a Phyllosticta brown spot. Spots are irregular, small, 5問問

in diameter and grayish white or grayish brown. 

14. Phyllosticta longisporum T. KOBAYASHI et CHIBA, sp. nov.一(Plate 6: D, Plate 
11: Fig. 4) 

Maculis minutis, sparsis, epiphylIis, 3-5 mm diam. , albis v. griseo・brunneis; pycnidiis 

sparsis, nigris, globulis v. subglobulis, membranaceis, 90-105 x 85-100μ; conidiophoris 

simplicis, brevissimis, hyalinis; conidiis cylindricis v. oblongo.cylindricis, unicellularibus, 

hyalinis, 7.5-10.5 x 1.5μ. 

Hab. On living leaves of Populus alba, Kamabuchi , Mogami.gun, Yamagata prefecture, 

IX-12, 1958, by O. CHIBA & T. KOBAYASHI. Type specimen in Herb. Gob. For. Exp. Sta. , 

Tokyo. 

Notes: Spots caused by this fungus are white to grayish brown, epiphyllous, 3-5隅隅

in diameter. The present fungus distinct1y di任ers from any known Phyllosticta described 

from Populus and also Salicaceae; P. salicina KAB. et BUB."' , P. eserana KAB. et BUB. 75 ) , P. 

aPicalis DAVIS"' , P. salicicola THUM.側 and P. translucens BUB. et KAB.77) 

15. Miαcrophoma sp.-(Plate 2: A, C-D, Plate 12: Fig. 1) 

Pycnidia first immersed, then erumpent, sometimes coalesced two to several in a row, 

black, globular to subglobular, 250-330 x 240-340μ ， with black membranaceous walls which 

are 18-24μin thickness; conidiophores simple, hyaline, 10.5-15.5 x 3-3.5μ; pycnospores 

oblong.e11iptic to fusoid , unicellular, hyaline, granular, 22.5-29.5 x 5"""6.5μ. 

* This is probably a species which is contained in SACCARDO'S Sylloge Fungorum as Pho明。

p~仰li-nigrae ALLESCH.'O) SACCARDO noted that Phoma populi.nigrae seems to be very close 

to the genus MacroPho問。 by its larger pycnospores which are described as 15 x 2.5-3.5μ. 
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Hosts: On living leaves and living and dead stems, scions and branches of P. nigra, 
P. alba, P. 隅axi蜘owiczii， P. alba x P. sieboldii, P. serotina, P. seroti日:a f. erects, P. regenerata, 
P. 捌arilandica， P. robusta, P. gelrica, P. gγandis， P. carolina, P. deltoides var. 隅onilifera， P. 

euramericana 1-214, 1-476, 1-45/51, LKー-67， LK-83, P. “ strathglas", P. "wettstein ", P. 
づacomettis ", P. "eckhof", P. deltoides x P. caudina, P. nigra x P. deltoides var. m抑ilifera， P. 

beroline切sis， P. nigra x P. trichocarpa, P. koreana, P. maximowiczii x P. trichocarpa, P.japono・gigas.

Notes: This fungus causes a dieback or canker and leaf blotch. Pycnidia of the fungus 

are commonly producedωgether with the perithecia of Guignardia sp. which is probably the 

perfect stage of this MaC'lψhoma (see page 23). Fruit bodies of the Macropho蜘a are also 

recognized on the dead cuttings. Among the MacroPh棚a described 叩 Populus， i. e. Phoma 

populi PECK刷制， P. populi-nigrae ALLESCH.70>料， M. りlindrospo叩 (DESM.) BERL. et VOGL. var. 

populi SACC.叩 ， M. penzigii FERR.74) and M. tu伽efaciens SHEAR26川円 ， the writers could not find 

any species identical with the present fungus. From other Salicaceous plants , M. salicaria 

(SA∞.) BERL. et VOGL. 691 , M. ascutellata (OTTH.) SACC.'Ol , M. brenckleana SACC. et SYD."' , M. 

salici叩 SACC. 77l and M. salicis DEARN. et BARTH.11l77l have been described. Among them M. 

salicina seems to be similar to the writers' Macrophoma , but an identification of this fungus 

remains at present as mentioned above (see page 23). 

16. Ascochyta vitellinae PASS.一(Plate 6: F , Plate 12: Fig. 2)-Fung. Gall. novi in 

Jour. d'Hist. nat. 1885, n. 4, p. 16; SACCARDO, Syll. Fung. 10: 300, 1892 

Pycnidia scattered on the spots, amphigenous, globular to subglobular, black to dark 

brown, 130~145 x 100"-'125μ; conidiophores simple,. short, hyaline, 5"-'5.5 x 3μ; pycnospores 

oblong-elliptic to fusoid , hyaline, 2・・celled， somewhat constricted at septa when mature, 12. 5~ 

15.5 x 3"'4μ. 

Host: On living leaves of Populus alba x P. sieboldii, not severe. 
Notes: Spots caused by the fungus are minute, 2"-'5抑制 in diameter, grayish brown to 

grayish white. On poplars, Ascochyta Po.仰lina SACC.64l , A. tremulae THÜM.刷 and A.po.がûicola

KAB. et BUB.75l have hitherto been described, but they di任er from this fungus by their smaller 

pycnospores. On the other hand, four species of Ascochyta, i. e. A. martianoffiana THむM.64} ，

A. vitellinae PASS.691 , A. salicicola PASS.69) and A. translucens KAB. et BUB.751 have been deｭ

scribed from Salix. Of these A. vitellinae quite corresponds with the present fungus, so the 
writers adopted the name for it. 

17. Diplodina populi ELL. et Ev.一(Plate 7: E~F)-BuIl. Torr. Cl. 1898, p. 510; 

SACCARDO, Syll. Fung. 16: 939"-'940, 1902 (non D. populi (DELACR.) ALLESCH.) 

Pycnidia occurring on the bark lesions, immersed at first, th巴n erumpent, globular to 
subglobular, brown to dark brown, membranaceous, 140~150 x 150"-'200μ; conidiophores simｭ

ple, hyaline, 12.5"""'22.5μin length; pycnospores elliptic to fusoid, somewhat inaequilateral, 
2・celled， usually not constricted at septa, hyaline, 7.5"-'13.5 x 2.5"-'3.5μ. 

Host: On living or dead stems of P. eura例ericana 1-455. 

Notes: Lesions seem to app回r from the .dormant buds or the scars of fallen petioles. 

They are brown at first and turn grayish to purplish brown. The old lesions have several 

cracks. There are found five species inhabiting Salicaceae, viz. D. populi ELL. et Ev.'" , D. 

ホ1 This species apparently belongs to the genus MacroPhoma by its large pycnospores which 

were described as 15,...,.,20 x 3μ. 

*2 This may also' be MacroPho例。 (see the footnote in page 27). 
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po_ρ叫li (DELACR.) ALLESCH.Hl , D. populi f. po.戸ûi albae-niveae OUD.74), D. salicis WEST'" and D. 

pis仰a BERL.'o> This fungus was quite identical with D. þo_がûi ELL. et Ev. among them. 

18. Phomopsis sp.一(Plate 3: D~E， Plate 12: Fig. 3) 

Pycnidial stroma on the bark lesions, immersed at first, then erumpent, smaII, O. 5~2隅隅

in diameter; pycnidial cavities appearing as Iinear crevice and finaIIy becming mouth Iike, 

at maturity these cavities opening ostioles at the center of pycnidial stroma; conidiophores 

arranging inner side of the cavities, hyaIine, slender, 3~4 x 1.5μ; pycnospores having two 

forms, one which is caIIed “ A-spore" eIIiptic to .fusoid, uniceIlular, hyaIine, granular, 5.5~ 
8.5x2~3μ， mostly 7~8.5x2.5μ， and the other “ B-spore" or “ stylospore" straight or h∞ked， 

slender, uniceIIular, hyaIine, 17~28xO.7~1μ;A・ and B-spores oozing out from the central 

pore of the pycnidial stroma 田町田m colored coils under moist conditions. 

Hosts:. On Iiving or dead branches, scions and stems of P. a伽 xP. canescens, P. jaPOl叩
g信as， P. charkowiensis x P. caudina, P. “ strathglas" , P. nigra, P. seroti叩， P. serotina f. erecta, 

P. regenerata, P. 例arilandica， P. robusta, P. gelγica， P. grandis, P. euramericana 1-214, 1-476, 
1-45/51, 1-72/51, LK-83, LK-67, P. deltoides var. monilifera, P. “ wettstein" , P. ヴaco例ettis" , 

P. nigra x P. deltoides var. 間onilifera， P. berolinensis, P. 問igγaxP. けたhocaγ'jJa ， P. 刑aximowiczii，

P. koreana, P. maximowiczii x P. trichocarpa. 

Notes: This fungus causes a canker or dieback and may be the imperfect stage of 

Diaporthe 制edusaea NIT. (see page 24). Lεsions are first grayish brown, then become brown 
to reddish brown and distinctly depressed from the healthy bark areas. on poplars, P. 

þutatoγ(SA∞.) HÖHN." 】四 and P. po_抑lina VOGLINO'" have been known hitherto. Of which, 

P. putatoγwas considered as the imperfect stage of Diaporthe eres NIT. by WEHMEYER'2l and 

also by BUTIN4J. BUTIN“, moreover, treated P. populina as a synonym of P. putatoγ， but 

without any explanation. There is found quite a distinct resemblance between the imperfect 

stage of Diaporthe eγes and D. medusaea, so the nomencIature of the present Pho隅opsis should 

be retained in the more critical studies in future. 

19. Phomopsis macrospora T. KOBAYASHI et CHIBA sp. nov.ー(Plate 7: A~D， Plate 

12: Fig. 4) 

Stromatibus ramicoIis, immersis, dein erumpentibus, hemisphaericis, magnus, 3~5 刑m
diam.; pycnidiis mono- v. biloculatis; locuIis Iinearis dein lenticularibus; conidiophoris 

brevissimis, erectis, hyaIinis, 7 .5~9μlongis ; conidiis fusoideis v. eIIipticis, continuis, hyaIinis, 
guttatis 14.5~19x3~3.7μ; stylosporidiis oblong-cyIindricis v. sigmoidis, erectis v. hamatis, 
∞ntinuis， hyaIinis, 13""'17 x 1. 5μ. 

Hab. On Iiving or dead stems of Populus deltoides, V -13, 1959, Meguro, Tokyo, by T. 
KOBAYASHI (Typus) and others. 

Hosts: On Iiving or dead branches, scions and stems of P. deltoides, P. charkowiensis x 

P. c仰di:叩• P. nigra, P. seroti加f. erects, P. robusta, P. “ eckhof" , P. deltoides x P. caudina, 

P. malOù即師czii.

Notes: Lesions caused by this Phomゆsis are darker and the pustules of fruiting bodies 

formed on the bark are larger than those of the preceding Phomo_ρsis. The most apparent 

differences betwe町1 these two are the size and shape of their A. and B-spores. A-spores of 

this Pho捌opsis are far larger than those known Pho問。ρsis Iisted above, whereas B・spores of 

this are shorter and wider. Aspects on culture medium of both Pho例opsis appear to be 

similar, but the color of spore-horns of this species are more reddish. There is not found 

.any species of Pho例opsis which in accordant with the present fungus , on SaIicac巴ae or on 
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the other plants. 

20. Cytospora chrysosperma (PERS.) FR.一(Plate 8: A"'-'B, Plate 12: Fig.5)-S. M. 

Il, p. 542; SACCARDO, Syll. Fung. 3: 260, 1884; CHlBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 41: 
248, 1959 

Pycnidial stroma occurring on the bark lesions, and immersed at first, then erumpent, 
their hemisphaeric pustules on the smooth bark and large diamond-shaped or lenticel-like 

pustules on the rough bark; in a pycnidial stroma many irregular pycnidial cavities which 

frequent1y coalescens and congregate at the central pore being formed, lacking their walls, 
non conceptac1e (blackened zone); conidiophores arising from border of the discolored areas 

(cavities) , hyaline, simple or branched, 12.5"'-'18μin length, sometimes forming sterile longｭ
filiform bodies among them; pycnospores hyaline, allantoid, unicellular, 3"'-'4 x 1μ; coils of 

orange colored conidial masses oozing out from the central pores of stroma under moist 

conditions. 

Hosts: On living and dead stems, twigs and trunks of P. maximowiczii, P. “ strathglas' , 

and P. chaγkowiensis x P. caudina. 

Notes: This fungus causes a Cytos�ora canker. Since 1924 the presence of this fungus 

has been well known in Hokkaido district州制 Valsa sordida FR., the perfect stage of this 

fungus, has not been found. 
21. Cytospora nivea (HOFFM.) SAcc.-(Plate 8: C"'-'D, Plate 12: Fig. 6)-Mich. IT , 

p. 264; Syl1. Fung. 3: 260, 1884; CH!BA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 41: 249, 1959 
Pycnidial stroma appearing on the bark and immersed at first , then erumpent with white 

disk which is 1"'-'3mm in diameter, surrounded by blackened zone (conceptac1e) which is a 

typical separating point between the genus Valsa and Leucostoma"'50) ; many pycnidial cavities 

also forming in a stroma and congregating at the central pore; pycnidial wall lacking; 

conidiophores simple, hyaline, short, 6"'-'91' in length; pycnospores hyaline, allantoid, uniｭ
cellular, 4.5"'-'8 x 1"'-'1.5μ; boul like conidial masses usually pushing out from the central 

pore of the stroma under moist conditions_ 

Hosts: On living or dead stems and branches of P. maximowiczii, P. "strathglas" and 

P. charkowiensis x P. caudina. 

Notes: This fungus causes a Leucostoma canker. The most remarkable characteristic 

of this fungus is the presence of the conceptac1e by which the stroma surrounded and thereｭ

fore it belongs to the subgenus Leucocytoゆora H凸HNEL_ Among the hitherto known Leucoｭ

cyto学ora， L. nivea is the sole species re氾orded on Po�ulus. C. nivea, the imperfect stage of 

Leucostoma nivea FR., il' widely distributed in Europe and North America州 5削ペ but has not 

been found in Japan. 

22. Cytospora sl>.-(Plate 8: E"'-'F, Plate 12: Fig. 7) 
Pycnidial stroma occurring on the bark with white disk of 1"'-'2問問 in diameter, formed 

single-chambered pycnidia which have distinct walls at their base; pycnidia single or aggｭ

regat疋d in two to three; pycnidial walls black, membranaceous; central pore or necks opening 

ostioles at the surface of the disk through the stroma; height of the stroma which contain 

fiask shaped pycnidia being 350"'-'415μ; conidiophores arranging inner side of the walls of 

pycnidia, hyaline, short, 10"'-'12.5μin length; pycnospores allantoid, unicellular, hyaline, 
5.5"'-'6.5 x 1"'-'1.5μ. 

Hosts: On dead twigs of P. sieboldii x P. canescens and P. maxi刑owicziix P. nigra. 

Notes: This fungus has a distinct feature distinguishable from the two above recorded 
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Cyto.ゆora. The preceding Cytospora have pycnidialcavities formed in the well-developed stroma 

but without pycnidial walls, wh巴reas the fungus produces pycnidium type cavities with 

distinct walls but very poorly developed stroma. Besides the preceding two Cytoψora， C. 

ger例制ica SACC.64>, C. acharii SACC.64>, C. flavo-virens SACC. 64' , C. a蜘biens SACC.64>, C. harioti 

BRIARD6剖 and C. populina SPEG.'" have been described on P~仰lus. Among them C. a釘ch加arii必ii

C. fl司伽al即y地o噌tγ何附e酔仰n削g俗s and C. pμoμ抑tli叩 s配mtω:0 b出e somewhat similar tω:0 t白he pr詑es鈴en飢t f釦un昭gu田s in the 

characteristics 0ぱf s試troma and py戸c∞n凶id也i泊凶a叫1 cαav吋it“ie鎚s.

23. Dothiorella populnea THUM.一(Plate 13: Fig. 5)-SAC氾AR凶， Syll. Fung. 3: 347. 

1884 

Stroma formed on the bark, discoid, black, 1""3 隅m in diameter; pycnidia or pycnidial 

cavities in the stroma, botryose, globular to subglobular, 175""290 x 225""250μ; conidiophores 

simple or branched, hyaline, 10""15μin length; pycnospores elliptic, unicellular, hyaline, 

3.5""4 x 1 .5""2μ ， somewhat greenish brown in mass. 

Ho岨t: On dead twigs of P. 問。ximowiczii，

Notes: On poplars eight species of the genus Dothiorella have already been known. Of 

them, D. populea SACC.6." D. multicocca ELL. et BARTH.74) , D. platensis SPEG."' , D. gregaria 

SACC. 64' , D. devorticata ELL. et Ev.6" and D. canadensis ELL. et Ev.72) are distinctly di~ferent 

from the persent fungus by their far larger pycnospores. D. popul，i.即 KARST.6叫 is similar to 

the writers' fungus but its spore size which was originally described as 5""6 x 2μis someｭ

what larger. The pycnospores of D. populnea THﾜM.64' which is quite accordant with our 

fungus, is 3.5 x 1μlarge. In Germany, BUTINωobserved D. populnea and D. populina on P~仰lus，

and reported their spore size as 3.5""4XO.5""1μand 4""4.5 x 2μ， respectively. The writers 

identified the present Dothiorella as D. p~仰lnea after its original description. 

24. Sphaceloma populi (SACC.) JENKINS-(Plate 9: A-B, Plate 13: Fig. 4)-Jour. 

Agr. Res. 44: 689""700, i932; CHIBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 39: 75""77, 1957 

Acervu日 densely produced on the spots, epiphyllous, hyaline, 55""120μin diameter; 

∞nidiophores minute, hyaline, simple, 4""5.5 x 1.5μ; conidia hyaline, unicellular, cylindric 

to ell� ptic, 4""5.5 x 1""1. 5μ. 

Hosts: On living leaves of P. serotina, P. bachelierii, P. gelrica, P. euramericana I-214, 
P. 制arilandica， P. deltoides, P. canadensis. 

Notes: This fungus causes spot anthracnose. The spots are epiphyllous, white, minute, 

scab-like, 1""3仰向 diameter and produce small sticky conidial masses which are orang~ or 

pale brownish orange in color. All specimens listed above are on Populωbelonging to the 

section Aigeiros. Besides the typical white spots of Sp加celoma pゆtli， dark brown spots on 

which acervuli of 身haceloma are produced, are frequently found on 託veral p�lars. No 

difference in morphological and cultural characters between them. Hence, the writers did 
not separate them into distinguished species at present. The white type spot lesions are 

found throughout in the growing season of poplars, especially from June to September, 
whereas the dark brown spot type are found from late September to October. 

25. Myxosporium rimosum FAUTR.-(Platel: D""E, Plate 13: Fig. l)-Rev. Myc. 

1891, p. 32; SACCARDO, Syl1. Fung. 10: 465, 1892 

Acervuli produced on the bark of the current sh∞ts， hyaline in early stage, then thick 
and brownish in old or overwintered stage, without setae; conidiophores hyaline, simple, 6"" 

12 x 3""4μ; conidia elliptic to cylindric, rounded at the ends, unicellular, hyaline, 10""18 x 

3.5""5.5μ， commonly 10-15 x 3.5-4.5μ， pinkish in mass. 
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Hosts: on living sh∞ts of P. alba x P. sieboldii. P. deltoides var. monilifera. causing a 

shoot blight. 

Notes: This is the imperfect stage of Glo削erella cingulata (STONEM.) SPAULD. et SCHR. 

(see page 22). On poplars. six speices of Myxos�orium which inhabit on bark and eight 

species of Gloe岬orium which inhabit on leaves. have been hitherto known. These 助成0・

ψorium are as follows; M. incarnatum (DESM.) BoN.'OI , M.populi開閉 SA∞.6U ， M. ellisii SACC.6U , 

M. t開閉ulae SACC. et ROUM.64). M. Po.がtli-tremulae (LAMB.) SACC.64) and M. rimosum FAUTR.69l • 

Eight species of Gloeospoγium are as follows; G. tre刑ulae (LIB.) PASS.64), G. sibiricum THÜM.64>,

G. populi-albae DESM.64l , G. cytosporeum PASS.側， G. dubium BAUML.69l • G. naevioides ROMELL et 

SACC.'Ol. G. populinum PECK'Ol and G. tγemuloides ELL. et Ev. 'Ol Among them M. rimos叫m， G. 

sibiricum and G. populi.aめae are very similar to the present fungus. These three fungi quite 

Tesemble each other in their morphological characteristics. As the writers have not yet 

proved the parasitism of this fungus to the leaves, they apply the name M. rimosum to the 

present fungus. Recently, J. A. von ARx" published a monographical study on the genus 

Colletotrichum. He placed the genus Gloeo.ゆoriu閉 into the genus Colletotrichum as the synonym 

but did not refer to the genus Myxoゆorium. According to his key, the present fungus 

corresponds to C. gloeosporioides PENZ. which was considered as a representative species of 

the imperfect stage of Glomerella cingulata. Though he treated the large number of the 

species of Colletotrichum. Gloeosporiu隅， Myxosporium and others which have been described 

hitherto from various host plants, no species described from Po.かtlus is found in his list of 

synonyms of G. gloeosporioides. 

26. Colletotrichum sp.-(Plate 9: C"'D, Plate 13: Fig. 2) 
Acervuli scattered on the spots as black minute points. epiphyllous, somewhat fiattened , 

72"，120μin diameter, with dark setae; setae l�g. erect, brown to dark brown. 45"-'85 x 4.5 

"'6μ， arbitrarily protruded intra acervuli; conidiophores simple, • hyaline; conidia oblongｭ

el1iptic to cylindric. sometimes subacuted at the ends. unicellular, hyaline, 17"-'24x4.5"'5.5μ. 

Hosts: On living leaves of P. sieboldii x P. deltoides. P. koreana x P. trichocaゆa. P. nigra, 

P. sieboldii. P. tremuloides, P. to帥entosa， P. tremula var. davidiana, P. tre隅叫la var. davidiana 

x P. deltoides, P. maxi附owicziii.

Notes: This fungus differs from the above listed species by the constant presenωof 

:setae and size of conidia as well as cultural characters. No species of the genus Colletotrich叫m

described hitherto from Salicaceae are found. Among Gloeosporium species hitherto known 

from poplars, an identical one with the present fungus is not found. According to ARX'S 

key" for Colletotrichum, the morphological characteristics of the present fungus ∞rresponds 

to those of C. phyllachoroides (ELL. et Ev.) ARX which is recorded only from Artemisia. The 

writers, however, have not any evidence about its parasitism on Artemisia and related 

plants. 

2:1. Marssonina brunnea (ELL. et Ev.) MAGN.ー(Plate 5: D"-'E, Plate 13: Fig. 3)ｭ

Hedw. 45: 90, 1906; CHIBA & KOBAYASHI , Jour. Jap. For. Soc. 41: 144"-'146, 1959 

Syn.: Marssonina populicola MIURA, Flora Manchuria & E. Mongolia, Cryptog. & Fungi, 
p. 480"-'481 , 1928 

Acervuli producing at the center of the spots, amphigenous, epiphyllous or hypophyllous, 

hyaline, variable in size; conidiophores short, cylindric, broader at their base; conidia 

obpyriform, somewhat curved, one end rounded and the other end bluntly pointed, hyaline, 

unequally .2-ce l1ed, constricted or not constricted at septa, 14"'18 x 5"-'7μ ， white in mass. 
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Hosts: On living leaves and sh∞ts of PO仰lus of section Aigeiros-P. nigra, P. deltoides, 
P. deltoides var. monilifera, P. ja抑ω.gigas， P. seroti仰， P. marilandica, P. deltoides var. misｭ
souriensis, P. ωislizenii， P. serotina f. erecta, P. gelrica, P. ro仇lSta， P. bacheliet仏 P. grandis, 
P. "strathglas" , P. euramericana 1-154, 1-214, 1-455, 1-476, 1-C. B. D., 1-45/51, FS. 
350, LD-ー131 ， LK-67, P. “'jacomettis" , P. "eckhof" , P. “eucalyþtω" ， P. “le争zig"， P. regeneｭ

rata, P. deltoides x P. caudina, P. nigra x P. deltoides var. monilifera, P. angulata x P. incrassata; 

section Aigeiros x Taca刑ahaca-P. nigra x P. laurifolia, P. nigra x P. maxi制御iczii， P. nigra x 

P. trichocarþa, P. deltoides x P. trichocarþa, P. berolinensis; section Tacamahaca-P. maximo・

wiczii, P. si制onii; section Leucoides-P. lasiocar�a. 

Notes: This fungus causes serious defoliation (Marssonina leaf blight) and sh∞t blight. 

As listed above, this fungus has not been recognized from the section Leuce. Spots caused 

by the fungus are usually amphigenous but on the PO�ulus belonging to the section Tacamahaca , 

hypophyllous spots are more dominant. These spots are minute, brown to dark brown, 
1 ......，4隅m in diameter. White sticky masses of conidia are commonly recognized at the center 

of them. On the shoots and petioles, small black dots are produced at first and then they 

enlarge somewhat longitudinally. These spots which are 3-5 x 2-3抑制 in size become 

scab-like and frequently form slits at their center. White sticky masses are alωpr吋uced

on them. 

on poplars, ten species of Marssonina* have been hitherto known. They are as follows; 

M.þo，抑li (LIB.) MAGN.41山6ω ， M. þiγiformis (REISS.) MAGN.'2'.ぺ M. castagnei (DESM. et MONT.) 

MAGN.印刷 ， M. castagnei var. moniliferae (OUD.) MAGN.叩 72' ， M. stenas�ora (ELL. et KELL.) 

MAGN.'川へ M. rhabdos�ora (ELL. et Ev.) MAGN.叩 70' ， M. brunnea (ELL. et Ev.) MAGN.印刷 ， M.

�O�ulicola MIURA541 and Marsonia curvata BUB. et KAB.74' Among them M. brunnea and M. 

�o�ulicola are quite simiIar with the present fungus. The other Marssonina apparently di能r

from the writers' fungus by their conidial size. The size of conidia of M. �O�ulicola which 

was described as 16-21 x 6"""'7μare mostly overlapped by those of our fungus, and its desｭ

cription quite agrees with our fungus. According to MIURA"' , the auther of M. þo，がtlicola， he 

separated it from the other Marssonina based on the differences that the spots are hypophyllous 

and conidia are not constricted, but he did not compare his species with M. brunnea. 1n 

the original description of M. brunnea, there is no mention made about the constriction of 

the conidia, but the writers' fungus is quite accordant with it in general. The conidia of 

the present fungus are commonly not constricted. Whether either epiphyllous or hypophyllous 

spots are more dominant depends mainly on the kinds � poplars. Hence, the writers idenｭ

tified the present fungus as M. brunnea and treated M. �o�ulicola as its synonym. 

28_ Pestalotia populi-nigrae SAWADA et K. ITOー(Plate 9: E-F, Plate 14: Fig. 1)ｭ

BuII. Gov. For. Exp. Sta. 45: 140, 1950; SAWADA, 1bid. 105: 78, 1958; CHlBA & KOBAYASHI, 
Jour. Jap. For. Soc. 41: 146-147, 1959 

Hosts : On li ving sh∞ts and leaves of P. tremula var. davidiana, P. nigra, P. nigra x P. 

maximowiczii, P. 隅axi勿wwicziix P. trichocarþa, P. alba x P. sieboldii, P. "strathglasぺ P. simonii. 

Notes: Shoot bIight caused by this fungus was reported by K. !T�'2' in detaiI. 1n our 

examinations it is confirmed that morphological characteristics of the Pestalotia produced 

ring spot quite agree with those of P. �o�uli-nigrae described by K. !T� as a shoot blight 

* SACCARDO.4172' had introduced this genus name as Marsonia Fls. in his SyIIoge Fungorum. 

However, the writers accept Marssonina after MAGNUS'52' and S. !T�'s38' opinion. 
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fungus. Damage by the Pestalotia ring spot are less serious than those of the shoot blight. 

1n Europe there has been known P. trunぽata LEV. 4> '4>, but GAMBOGI and V ERONA '" recently 

confirmed the prωeIice of P. ρopuli-nigrae in Italy. 

29. Septotis populiperda (MOESZ et SMARODS) WAT. et CASHー(Plate 4: F .-...-G, Plate 

14: Fig. 4)-Myco1. 42: 377, 1950; CHIBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. Soc. 41: 142"'-'144, 
1959 

Syn.: Septogloe叫m populip町dum JOHANNES, Phytop. Zeits. 17: 407, 1951 
Sporodochia amphigenous, concentrical, 0.1""'0.2刑制 in diameter, their lower. part coIi・

sisting of net-like structures of mycelia and upper part consisting of pseudoparenchymat<ius 

or acervuli-like structures, sometimes these net-like structures lacking; conidiophores hyaline, 

21"'-'30 X 3.5"'41' in size, with two to several septa, simple, rarely branched; conidia shell 

shaped at first, finally cylindric, 1"'-'3・septated， constricted and segreagated at medium septum, 
hya!ine, 14'""'18 x 5.5"'-'6μin two to three-celled conidia, 20"'-'35 x 5 _ 5"'-'6 . 5μin three to fourｭ

celled conidia; sclerotia on the fallen diseased leaves, black, f1at , minute, irregular, 2"'-'5mm 
m Slze. 

Hosts: On living leaves of Populus of section Leuce-P. tremula var. davidiana x P. 

canesc仰s， P. tre刑ulaxP. tγemuloides， P. alba x P. sieboldii, P. alba x P. tremula var. davidiana, 
P. sieboldii, P. tremula var. davidiana x P. sieboldii, P. sieboldii x P. canescens, (P. alba x P. sieboldii) 

x P. canescens; section Aigeiros-P. deltoides, P. deltoides var. missouriensis, P. japono・gigas， P. 

canadensis, P. gelrica, P. carolina, P. serotina, P. serotina f. erecta, P. bachμel仇'ie酔酢例，γriイ仏i

P. γobusta， P. 削arilandica， P. grandis, P. euramericana 1-154, 1-214, 1-455, 1-45/51, 1-476, 
1-172, 1-C. B. D., FS-350, LK-67. LK-79, LW-42, P. "jaco例ettis" ， P. “ wettstein " , P. 
“le争zig" ， P. “ eucaZyptus" , P. deltoides x P. caudina, P. c，加rk仰iensisx P. incrassata, P. “ str

athglas"; section Aigeiros x Tacamahaca-P. charko唱lIiensisx P. trichocaψa， P. nigra x P. 隅a

xi隅owiczii， P. deltoides x P. laurifolia, P. nigγ'a x P. trichocaゆa， P. berolinensis, P. “ rochester" , 
P. deltoides x P. trichocarpa, P. maximowiczii x P. beroline舟sis， P. maximowiczii x P. nigra platierens ; 

section Taca刑ahaca-P. maximowiczii, P. sim開ii， P. koreana, P. 間四imowicziix P. trichocarpa, 
P. koreana x P. trichocarpa; section Leucvides-P. lasiocarpa. 

Notes: This fungus is the imperfect stage of Septotinia populipeγda WAT. et CASH (see 

page 25) and causes a S，φtotis leaf blotch. Blotches seem to start at the leaf margin or from 

the scar following injury by insects and rapidly enlarge with conc泡ntrical dark zones, which 

are indistinct on the under surface of the leaf. On the blotches numerous white powdery 

sporodochia are produced. Usually white fan-like mycelia are recognized at the marginal 

area of the blotches. Among poplars, several hybrid black poplars (section Aigeiros) seem 

to be more susceptible to this fungus. According to WATERMAN and CASH91l , this fungus was 

first described by MOESZ and SMARODS in Latvia as S，ψtoglo側m populiperdum. Then they 

transferred it to the genus Septotis after BUCHWALD. Thereafter, JOHANNES41l described a 

species of Septoglo側蜘 which occurs on the leaf spot of poplars, as a new species, i. e. S_ 

」ρPo.ψ>P1!-.1:均{勿p仰e師昨?γ〆d幼仇z

di妊巴rences ar，均e found in morphological characters between S，φtωoti，ゐs Po.ゆ>pul~妙perda and S，里ψpto.智tglゐoe仰u隅

jρPpP仰t旬ul~争p仰e由町r吋.d伽u隅 JOHANNES. However, the symptoms of S. po.Pul砂町dum described by JOHANNES 

distinctly differ from those of Septotis popul争erda observed by others. Because of this dif-

ference , ScHMIDLE'剖 and Van den ENDE'31 hesitated to tr回t S. Po.声明liperdu閉 JOHANNEs.as a._ 

synonym of Septotis' populiPerda. Aft町 careful studies about materials obtained at type 

locality of JOHANNES' species, SCHMIDLES8lS<l came to th� conclusion that JOHANNES had described 
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the symptoms of his new disease based on the material with complex symptoms. He collected 

materials which were caused by neither Septogloeum nor Septotis in spite of showing the same 

symptoms described by JOHANNES. M<;lre recent1y, BUTIN剖 came to the same conchision and 

he treated S. po.仰liPerdum JOHA問ES as a synonym of Septotis populiPerda. The writers also 

accept BUT!N'S opinion. 

30. Epicoccum nigrum LINK 田ns. SCHOL-8CHWARZー(Plate 5: G, Plate 13: Fig. 6)ｭ

Mag. Ges. Naturf. Fr. Ber1. 7: 32, 1816; ScHOL.SCHWARZ, Trans. Brit. Myc. Soc. 42: 170'" 

171, 1959 
Syn.: 母icoccum eucalypti HENN., Hedw. 42: 311, 1902; SACCARDO, Syll. Fung. 18: 679, 1906 

Sporodochia on the spots amphigenous, gregarious or sparsis, brown to olivish brown, 
hemicirèular, conidiophores short, pale brown, 5.5"'7 x 2"'3.5μ; conidia globular to subglobular, 

brown to dark brown, irregularly septated, densely warted, 15.5"'24 x 14"'21μ ， stalked; 

stalks short, hyaline, 5.5"'7 x 2"'3.5μ. 

Ho唱ts: On living leaves and dead shoots of P. 制:axi1即叩iczii x P. nigra platierens, P. 

euramericana 1-154, 1-262, 1-476, P. bachelierii, P. nigraxP. laurifolia, P. koreanaxP. 

trichocarpa. 

Notes: Spots caused by this fungus are grayish brown to brown, irregular or indistinct. 

Unti1 1959 when SCHOL-SCHWARZ山 studied on the genus Epicoccu問 were published, four species 
of Epicocc馴 had been known on 卯'plars， i. e_ E. purpurascens EHRENB.4) 65), E. diversisporu隅

PREUSS'l65), E. neglectum DESM.4l65) and E. majus ROSTR.川 Of them E. majus has very large 

conidia. E. purpurascens and E. neglectum have net-like arrangement of warts on conidia 

whi1e the present fungus has dense granular warts on conidia. 1n the original description 

of E. diversi.学0叩m， the size of conidia is lacking. The present fungus is quite accordant 

with E.. eucalypti HENN_'" which was described on Eucalyptω， in its size of conidia and 

structure of warts on conidia. These five species, however, are now rearranged into one 

species by SCHOL-ScHWARZ叩 She treated E. nigrum LINK as a large species containing many 

synonyms based on cultural and morphological compari鈎n， but she did not notice the differｭ

ence of the arrangement of warts on conidia as taxonomic value. Though there remain 

some doubt concerning her treatment, the writers concur with her opinion at present. 

31. Cercospora populina EI.L. et EV.-(Plate 5: F)-Jour_ Myc. 3: 20, 1887; K. lT� 

& KOBAYASHl, Bul1. Gov. For_ Exp_ Sta_ 59! 1"'28, 1953, CHlBA & KOBAYASHI, Jour. Jap. For. 
Soc. 39: 78, 1957 

Hosts: On living leaves of P. alba, P. tremula var_ davidia即， P. eura畑町icana F. S. 350, 
P. sieboldii, P_ alba x P_ sieboldii, P. sieboldii x P. canescens, P_ nigra x P. trichocarpa, P. 削axi

帥owicziix P. berolinensis, P. 閉axim倒的ii， P. koreana x P_ trichocarpa, P. si刑判ii.

Notes: This fungus is the imperfect stage of Mycosphaerella togashiana K. lT凸 et KOB.叩

and is commonly found on poplars belonging to the section Leuce and Tac仰~ahaca. Damage 

by this fungus on young cuttings is not so severe. Ear1y defoliations caused by the present 

fungus are commonly observed on adult trees in Tokyo_ 

32. Cladosporium martianoffi，αnuin THﾜM.-(Plate 14: Fig. 2)-Pi1zfi. Sibir. n. 574 

et 653; SACCARDO, Syll. Fung. 4: 357"'358, 1886 
Conidial layer on the surface of the spots, appearing felty or velvety; conidiophores 

large, brown, plurj-septated, smQOth, erect or somewhat zig-zag shaped, 185"'270 x 4.5"'6μ， 

fascic1ed at their base; conidia e11iptic to fuω，id. usually rounded at each end， ωmetimes acute 

at one end, 1-rarely 2-septated, brown t刀 olivish brown, 10"'18 x 5"'7μ， mostly 14"'17X5.5μ. 
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Host: On living leaves of P. 側ramerica叩 1-455

Notes: 1n Sylloge Fungorum six species of Cladosporium have been hitherto described on 

poplars; i. e. C. ramulorum DESM.附， C. ast町O抑a FUCK.6" , C. brunneum CDA.65) , C. 桝artiano1声。

nu隅 TH廿M.附， C. epか>hyllum (PERS.) MART.6Sl and C. lethiferum PECK'9). Thereafter, BISBY.' 

and DEARNESS12l listed C. subsessile ELL. et BARTH. on P. tre例uloides. Recently, BUTiNωnoted 
C. subsessile, C. herbarum (PERS.) LINK, C. fasiculatum CDA. and C. ep争hyllu隅 on poplars. 

Among them the writers' fungus agrees with C. 例artianoffianum.

33. Alternaria tenuis NEES-ー(Plate 14: Fig. 3)-Syst. p. 72; SACCARDO, Syll. Fung. 4: 

545-546, 1886. 

Conidial bodies on the surface of the spots showing sooty appearance; conidiophores 

erect, brown to dark brown, somewhat fascicled at their base, many-septated, 45-95 x 3.5-

4.5μ; conidia piriform or flask-shaped, chained several, muriform (transversely and vertically 
septated) , greenish brown to olivish brown, smooth, 29-58xll.5-17.5μ， mostly 40-47 x 14 

-16μ. 

Host高: On living leaves of P. max伽倒的ii x P. nigra platierens, P. deltoides x P. trichoｭ

carpa, P. bachelierii, P. nigra x P. deltoides var. 隅onilifera， P. “ strathglas" , P. 例axi伽owiczii，

P. simonii, P‘ euramericana 1-455, P. 削arilandica， P. gelrica, P. grandis. 
Notes: Spots caused by this fungus are irregular, grayish brown, more or less epiphyllous 

and may be started from wounds caused by insects. No species of Alternaria have been 

reported on Populus and other Salicaceae. 1n 1918, BRENCKLE創 listed A. tenuis NEES on P. 

deltoides but no mycological notes have been made. A. tenuis, the type species of this genus, 
was recorded on many hosts, both harbacious and woody plants. Morphological characteristics 

of the writers' fungus are almost accordant with the hitherto given descriptions of A. tenuis. 
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Explanation of plates 

Plate 1 

Taphrina poがtli珂a FR. 

A : U pper leaf surface of Populus canadensis showing con vex .spots x 1.2 

B: Under leaf surface of Populus canadensis showing concave spots x 1.2 

C: Mature asci containing blastospores x 180 

Myxo司porium ri例osu隅 FAUTR.

D : Lesions on twigs of Po.がtlus deltoides var. monilifera showing conidial masses x 1.2' 

E: Part of acervulus x 180 

Glo畑町ella cingulata (STONEM.) SPAULD. et ScHR. 

F: Lesions on sh∞ts of Populus alba x P. sieboldii showing minute black dots of peritheciat 

x1.2 

G: Perithecia without setae x 150 

H: Perithecium with setae x 310 

Plate 2 

Guignardia sp. and MaC1ψho柳a sp. 

A: Pustules of perithecia (Guignardia) and pycnidia (MaC1ψhoma) on stems of Populus 

japoniすigas x2 

B: Perithecium of Guignardia sp. x 90 

C: Perithecium of Guignardia sp. (1eft) and pycnidium of MacroPhoma sp. (right) x 90' 

D: Pycnidium of Macro_phoma sp. x 150 

SPhaerulina po.がûi KOBA YASHI et CHIBA 

E: Lesions on leaf of Populus alba x P. sieboldii x 1 

F: Perithecium (stained by 1ーIK solution) x 180 

Plate 3 

Diaporthe medusaea NIT. 

A: Elongated necks of perithecia on Populus deltoides (in nature) x 1. 2 

B: Elongated necks of perithecia on Po.μlus japono-gigas (in moist chamber) x 1.2. 

C: Perithecia x 90 

Phomopsis sp. 

D: Pustules on stems of Populus japono・gigas x 1 

E: Pycnidial stroma with mature cavity x 150 

Nectria 伽ant抑制 Sacc.

F: Perithecial stroma on dead scion of PO:抑lus maximowiczii x 1. 5 

G: Part of perithecial stroma x 150 

Plate 4, 

Sψtotinia populiPerda WATERM. et CASH 

A: Apothecia developed from sc1erotia on fallen infected leaves x 1 

B: Apothecia and sclerotia x 1.2 

C: Apothecia developed from sclerotia on cuIture of Septotis popul争er.da x 1.5 

D: Apothecia and sclerotia from conidial isolate x 1.5 
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E: Apothecia developed on potato agar in test-tube x 1 

Se�totis þoþuliþeγda (MOESZ et SMARODS) W ATERM. et CASH 

F: A任ected leaf of PO�ulus gelrica showing typical zonate spot x 1 

G: Sporodochia (acervulus-like) x 180 

Plate 5 

Melam�sora larici-�o�ulina KLEB. 

A: A任'ected leaf of Poþulωc加rkowiensisx P. caudina with uredosorus x 1 

B: A任'ected leaf of PO�ulus a1もfJulatax P. incrassata with teleutosorus x 1.2 

C: Teleutosorus x 180 

Marssonina brunnea (ELL. et Ev.) MAGN. 

D : Lesions on sh∞ts of PO�ulus ja�ono-gigas showing scab-like symptom x 1 

E: Lesions on leaves of Poþulusljaþ側0・gigas x 1 

Cercos�ora �o�ulina ELL. et Ev. ? 

F: Lesions on leaf of PO�ulus nigra x P. trichocar�a x 1 

E�icoccum nigru伽 LINK

G: Lesions on leaf having black sporodochia x 3 

Plate 6 

Phyllosticta �o�ulorum Sacc. et Roum. 

A: Lesions on leaf of PO�ulus aめ'a x P. sieboldii showing typical ring spots x 1.2; 

B: Pycnidium x 180 

Phyllosticta alcides SACC. 

C : Lesions on leaf of POμtlus serotina' x 1 

Phyllosticta longis�orum KOBAYASHI et CHIBA 

D: Pycnidium x 180 

Leþto.ψhaeria decaisneana (CRIE) SACC. 

E: Perithecium x 150 

Ascochyta vitellinae P ASS. 

F: pycnidium x 310 

Plate 7 

Phomo�sis macros�ora KOBAYASHI et CHIBA 

A: Pustules on stem of PO�ulus deltoides x 1.2 

B: Spore-horns developed in moist chamb巴r x 1.7 

C: Pycnidial stroma with mature cavity x 90 

D: A-and B-spores x 400 

Diþlodi叩a �o�uli ELL. et Ev. 

E : Pustules on sh∞ts of PO�ulus euramericana 1-455 x 1.2 

F: Pycnidium x 310 

Plate 8 

Cytoゆora chrysos�erma (PERS.) FR. 

A: Pustules and spore-horns on bark of p，ψulus maximowiczii x 1. 2; 

B: Stroma having pycnidial cavities x 90 

Cytoゆora nivea (HOFFM.) SACC. 

C: White disks of stroma on bark of PO�ulus maximowiczii x 1 

D: Stroma having pycnidial cavities and conc泡ptac1e x 50 
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。tospora sp. 

E : Pustules on twigs of Popul:叫s sieboldiixP. canescens showing white disks x1..2 

F: Pycnidial stroma x 150 

Plate 9 

Sphacelo問。 po_μli (SACC.) JEN即時

A: White spot type lesions on leaf of Populus sp. x 1.2 

B : Black spot type lesions on leaf of POがtlus sp. x 1. 2 

Colletotrichu伽 sp.

C: Lesions on leaf of Rψulus sieboldii x P. davidiana x 1 

D: Acervuli having setae x 180 

Pestalotia po_戸tli・nigrae SAWADA et lT� 

E : Lesions on leaf of POμtlus si捌onii showing typiCal ring spots x 1 

F: Acervulus x 90 

Plate 10 

Fig. 1: TaPhri河a populina FR. 

a : Asci and blastospores b : Part of ascus c : B1astospores 

Fig. 2: Glomerella cingulata (STONEM.) SPAULD. et SCHR. 

a : Part:of perithecial ~ wall with seta b: Asci and ascospores c: Ascospores 

d: Germinating ascospores 

Fig. 3: Guig回γdia sp. 

a: Ascus and ascospores b: Ascospores c : Germinating ascospores 

Fig. 4: LeρtosPhaeria decaisneana (CRIE) SA∞. 

a: Asci andvascospores b: Ascospores 

Fig. 5: Nectria 桝antuana SACC. 

a: Asci and.ascospores b: Ascospores 

Plate 11 

Fig. 1: Sphae仰lina po_μ必 KOBAYASHI et CmBA 

a: Asci and ascospores b: Ascospores c: Germinating ascospores 

Fig. 2: Diaporthe medusaea N!T. 

a: Asci and ascospores b: Ascospores c: Germinating ascospores 

Fig. 3: Septotinia populiperda WATERM. et CASH 

a: Asci, ascospores and paraphysis b: Part of ascus and paraphyses c: Ascospores 

d: Germinating ascospores 

Fig. 4: Phyllosticta longi.ゆoru間 KOBAYASHI et CmBA 

a: Part of pycnidium b : PycnospoI百

Fig. 5: Phyllosticta alcides SACC. 

a: Pycnospores b: Germinating pycnospores 

Fig. 6: Phyllosticta populorum SACC. et ROUM. 

a: Pycnospores b: Germinating pycnospores 

Plate 12 

Fig. 1: MacroPho問。 sp.

a: Part of pycnidium b: Pycnospores c: Germinating pycnospores 

Fig. 2: Ascochyta vitellinae PASS. 

a: Part of pycnidium b: Pycn�pores 

Fig. 3: Pho桝opsis sp. 
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a: Part of pycnidial cavity b: A.spores c: Germinating A.spores d: B.spores 

Fig. 4: Pho例ゆsis macroψora KOBAYASHI et CHIBA 

a: A.spores b: B.spores 

Fig. 5: Cyto.ゆ.ora chrysosþeγma (PERS.) FR. 

a: Part of pycnidial cavity b: Pycnospores c : Germinating pycnospores 

Fig. 6: Cytos�ora nivea (HOFFM.) SACC. 

a: Part of pycnidial cavity b: Pycnospores c: Germinating pycnospores 

Fig. 7: 印tosþora sp. 

a: Part of pycnidial cavity b: Pycnospores c: Germinating pycnospores 

Plate 13 

Fig. 1: Myxos�orium rimosu榔 FAUTR.

a: Part of acervulus b: Conidia 

Fig. 2: Colletotrichum sp. 

a : Acervulus with setae b: Conidia c : Germinating conidia 

Fig. 3: Marss叩i叩 brunnea (ELL. et Ev.) MAGN. 

a: Part of acervulus b: Conidia c: Germinating conidia 

Fig. 4: やhaceloma þQ抑li (SACC.) JENKINS 

a: Part of acervulus b: Conidia 

Fig. 5: Dothiorella þQμtlnea THÜM・

a : Part of pycnidia b : Pycnospores 

Fig. 6: E�icoccum nigrum LINK 

a: Part of sporodochium b: Conidia 

Plate 14 

Fig. 1: Pestalotia �O�uli.nigrae SAWADA et lT� 

a : Part of acervulus b: Conidia c : Germinting conidia 

Fig. 2: Clados�orium martianoffianum THﾜM. 

a: Conidiophores b : Conidia 

Fig. 3: Alternaria tenuis NEES 

a : Conidiophores and conidium b: Conidia 

Fig. 4: Seþtotis ρoþuliþerda (MOESZ et SMARODS) WATERM. et CASH 

a: Part of sporodochium b: Germinating conidia 
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